
№ 図面タイトル 縮尺 № 図面タイトル 縮尺

1 位置図・全体平面図 図示 29 深度500mステージ　坑内照明設備撤去図（主立坑側） S=1/200

2 研究坑道埋戻し全体図（主立坑側） 図示 30 深度300mステージ　坑内仮設備撤去図（主立坑側） 図示

3 ｢参考図｣主立坑坑口全体配置図 図示 31 深度500mステージ　坑内仮設備撤去図（主立坑側） 図示

4 ｢参考図｣主立坑坑口設備計画図 S=1/100 32 現況平面図 S=1/500

5 給気設備撤去図（主立坑側） 図示 33 地上設備配置平面図 S=1/200

6 安全対策設備　給気設備撤去図（主立坑側） 図示 34 主立坑 櫓設備全体図 S=1/100

7 給水設備撤去図（主立坑側） 図示 35 主立坑 坑口座張図 S=1/40

8 排水設備撤去図（主立坑側） - 36 主立坑 坑口乗降デッキ図 S=1/40

9 換気設備撤去図（主立坑側） 図示 37 安全対策設備　立坑廻り安全設備図 図示

10 坑内管理システム　入出坑管理システム撤去図（主立坑側） - 38 主立坑 スカフォード本体図 S=1/50

11 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（1/3）（主立坑側） - 39 主立坑 スカフォード部キブル付替装置構造図 S=1/30

12 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（2/3）（主立坑側） - 40 主立抗　6m3ずりキブル,ライダ詳細図 S=1/20

13 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（3/3）（主立坑側） - 41 主立抗　2.5m3コンクリートキブル,エレベータ詳細図 S=1/25

14 坑内管理システム　構内環境管理システム撤去図（主立坑側） - 42 主立抗　3ブームシャフトジャンボ一般図 図示

15 坑内管理システム　構内通信監視システム撤去図（主立坑側） - 43 主立坑 ロープ取替装置基礎荷重図 図示

16 坑内管理システム撤去図（主立坑側） - 44 主立坑 坑口部門型クレーン詳細図 S=1/30

17 高圧配線撤去図（1/2）（主立坑側） - 45 主立坑 櫓防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 (1/5) S=1/200

18 高圧配線撤去図（2/2）（主立坑側） - 46 主立坑 櫓防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 (2/5) S=1/200

19 動力配線撤去図（主立坑側） 図示 47 主立坑 櫓防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 (3/5) 図示

20 深度500mステージ　換気設備撤去図（主立坑側） 図示 48 主立坑 櫓防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 (4/5) 図示

21 深度300mステージ　送風管撤去図（主立坑側） 図示 49 主立坑 櫓防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 (5/5) S=1/200

22 深度200mステージ　追加送風管撤去図（主立坑側） 図示 50 主立坑 巻上げ機防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 S=1/200

23 深度200m～300m　追加送風管撤去図（主立坑側） 図示 51 コンプレッサー室防音ハウス（Ａタイプ）詳細図 図示

24 深度300mステージ　追加送風管撤去図（主立坑側） 図示 52 フッ素ホウ素除去設備図 図示

25 深度100mステージ　坑内照明設備撤去図（主立坑側） S=1/100 53 フッ素ホウ素除去設備フロー図 -

26 深度200mステージ　坑内照明設備撤去図（主立坑側） S=1/100 54 地上仮設配管敷設図 図示

27 深度300mステージ　坑内照明設備撤去図（主立坑側） S=1/200 55 坑道埋め戻し及び原状回復業務完了時配置図 図示

28 深度400mステージ　坑内照明設備撤去図（主立坑側） S=1/100 56 研究坑道埋戻し全体図（換気立坑側） 図示
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57 ｢参考図｣換気立坑坑口全体配置図 図示 85 換気立坑　スカフォード部・キブル付替装置構造図 S=1/30

58 ｢参考図｣換気立坑坑口設備計画図 S=1/100 86 換気立坑　2m3ズリキブル・ライダ詳細図 S=1/15

59 給気設備撤去図（換気立坑側） 図示 87 換気立坑　1.5m3コンクリートキブル・5人乗り車詳細図 S=1/20

60 安全対策設備　給気設備撤去図（換気立坑側） 図示 88 換気立坑　2ブームシャフトジャンボ一般図 S=1/30

61 給水設備撤去図（換気立坑側） - 89 換気立坑　ロープ取替装置基礎荷重図 S=1/200

62 排水設備撤去図（換気立坑側） - 90 換気立坑　坑口部チェーンベルコン詳細図 S=1/20

63 換気設備撤去図（換気立坑側） 図示 91 換気立坑　坑口部2.8tジブクレーン詳細図（1/2） S=1/25

64 坑内管理システム　入出坑管理システム撤去図（換気立坑側） - 92 換気立坑　坑口部2.8tジブクレーン詳細図（2/2） S=1/25

65 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（1/3）（換気立坑側） - 93 換気立坑　櫓防音ハウス(Aタイプ)詳細図（1/3） S=1/200

66 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（2/3）（換気立坑側） - 94 換気立坑　櫓防音ハウス(Aタイプ)詳細図（2/3） 図示

67 坑内管理システム　坑内火災管理システム撤去図（3/3）（換気立坑側） - 95 換気立坑　櫓防音ハウス(Aタイプ)詳細図（3/3） 図示

68 坑内管理システム　構内環境管理システム撤去図（換気立坑側） - 96 換気立坑　巻上機防音ハウス(Aタイプ)詳細図 図示

69 坑内管理システム　構内通信監視システム撤去図（換気立坑側） 図示 97 コンクリートプラント　防音ハウス(Bタイプ)詳細図 S=1/200

70 坑内管理システム撤去図（換気立坑側） 図示 98 受変電設備・非常用発電設備　防音ハウス(Aタイプ)詳細図 図示

71 深度500mステージ　換気設備撤去図（換気立坑側） 図示 99 構内舗装図 図示

72 深度100m,深度200m,深度300mステージ　坑内照明設備撤去図（換気立坑側） S=1/100 100 主立坑　坑口上部構造一般図 S=1/100

73 深度400m,深度500mステージ　坑内照明設備撤去図（換気立坑側） S=1/50 101 主立坑　坑口上部配筋図 S=1/50

74 深度500mステージ　坑内仮設備撤去図（換気立坑側） S=1/50 102 主立坑　坑口閉塞工構造配筋図 S=1/50

75 換気立坑　櫓設備全体図 S=1/40 103 主立坑　坑口全体配置図 図示

76 換気立坑　櫓本体図（1/2） S=1/40 104 主立坑　設備基礎伏図 S=1/100

77 換気立坑　櫓本体図（2/2） S=1/30 105 主立坑　左右バックステー基礎詳細図 図示

78 換気立坑　キブル転倒装置(転覆ドア・シュート)組立図 S=1/30 106 主立坑　右側ジャンボ搬入装置基礎詳細配筋図 図示

79 換気立坑　坑口座張組立図 S=1/30 107 主立坑　左側ジャンボ搬入装置基礎詳細配筋図 図示

80 換気立坑　測量座張・人車乗場組立図 S=1/20 108 主立坑　櫓防音ハウス(Aタイプ)基礎図 図示

81 換気立坑　坑口乗降デッキ図 S=1/50 109 主立坑　巻上機基礎構造図(1) S=1/50

82 換気立坑・安全対策設備　予備ステージ立坑廻り安全設備図 S=1/40 110 主立坑　巻上機基礎構造図(2) S=1/50

83 換気立坑　スカフォード本体図 S=1/30 111 主立坑　巻上機基礎構造図(3) S=1/50

84 換気立坑　気密ドア詳細図 S=1/15 112 主立坑　巻上機基礎土留工全体図 図示
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113 主立坑　ロープ取替装置基礎・水平シーブ基礎・ロープダクト構造図 図示 141 地上設備撤去　土工全体横断図（3/12） S=1/200

114 コンプレッサー室防音ハウス(Aタイプ)詳細図 図示 142 地上設備撤去　土工全体横断図（4/12） S=1/200

115 コンプレッサー室防音ハウス(Aタイプ)基礎図・配筋図 図示 143 地上設備撤去　土工全体横断図（5/12） S=1/200

116 地上設備撤去　主立坑山留計画図 S=1/75 144 地上設備撤去　土工全体横断図（6/12） S=1/200

117 換気立坑　坑口上部構造図一般図 図示 145 地上設備撤去　土工全体横断図（7/12） S=1/200

118 換気立坑　坑口閉塞工構造配筋図 S=1/50 146 地上設備撤去　土工全体横断図（8/12） S=1/200

119 扇風機坑道　坑口閉塞工構造配筋図 S=1/25 147 地上設備撤去　土工全体横断図（9/12） S=1/200

120 換気立坑　坑口全体配置図 図示 148 地上設備撤去　土工全体横断図（10/12） S=1/200

121 換気立坑　設備基礎伏図 S=1/80 149 地上設備撤去　土工全体横断図（11/12） S=1/200

122 換気立坑　櫓設備バックスティ基礎構造図 S=1/50 150 地上設備撤去　土工全体横断図（12/12） S=1/75

123 換気立坑　櫓防音ハウス(Aタイプ)基礎図 図示 151 植栽等撤去平面図 図示

124 換気立坑　巻上機基礎構造図 S=1/60 152 柵工（撤去）構造図 図示

125 換気立坑　巻上機防音ハウス(Aタイプ)基礎図 図示 153 堆積場平面図（ウラン含有土のみ） S=1/500

126 換気立坑　ロープ取替装置基礎・ロープピット構造図 図示 154 堆積場平面図（現況） S=1/500

127 換気立坑　ロープ取替装置基礎配筋図 図示 155 堆積場暗渠排水管設置平面図 S=1/300

128 コンクリートプラント基礎全体一般図 図示 156 堆積場縦断面図 S=1/200

129 コンクリートプラント基礎詳細図 図示 157 堆積場横断図（1） S=1/200

130 コンクリートプラント骨材ビン基礎詳細図 図示 158 堆積場横断図（2） S=1/200

131 コンクリートプラントセメントサイロ基礎詳細図 S=1/50 159 堆積場横断図（3） S=1/200

132 コンクリートプラント防音ハウス(Bタイプ)基礎図 図示 160 堆積場排水設備詳細図 S=1/20

133 受変電設備・非常用発電設備　防音ハウス(Aタイプ)基礎図 S=1/60 161 堆積場　排水計画平面図・縦断図 S=1/300

134 受変電設備・非常用発電設備　防音ハウス(Aタイプ)基礎配筋図 図示 162 堆積場　排水計画横断図 S=1/200

135 地上部電気配線図 S=1/300 163 掘削残土運搬計画図 図示

136 地上仮設配管敷設図 図示 164 埋め戻し工作業機械編成概念図（立坑）（主立坑側） 図示

137 地上設備撤去　換気立坑山留計画図 S=1/75 165 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度500mステージ）（主立坑側） 図示

138 地上設備撤去　平面図 S=1/300 166 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度400,300mステージ）（主立坑側） 図示

139 地上設備撤去　土工全体横断図（1/12） S=1/200 167 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度200,100mステージ）（主立坑側） 図示

140 地上設備撤去　土工全体横断図（2/12） S=1/200 168 深度500m斜坑部埋め戻し工作業手順図 S=1/200
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169 覆工コン段差箇所位置図 S=1/100 198 排水設備撤去手順図（2/3）（予備ステージ埋戻し前）（換気立坑側） -

170 覆工コン段差部充填工型枠設置図 図示 199 排水設備撤去手順図（3/3）（立坑埋戻し時）（換気立坑側） -

171 給水設備撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し時）（主立坑側） - 200 換気設備撤去手順図（1/2）（水平坑道埋戻し時）（換気立坑側） 図示

172 給水設備撤去手順図（2/3）（予備ステージ埋戻し時）（主立坑側） - 201 換気設備撤去手順図（2/2）（立坑埋戻し時）（換気立坑側） 図示

173 給水設備撤去手順図（3/3）（立坑道埋戻し時）（主立坑側） - 202 電気設備撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し前）（換気立坑側） 図示

174 排水設備撤去手順図（1/4）（斜坑部埋戻し時）（主立坑側） - 203 電気設備撤去手順図（2/3）（水平坑道埋戻し時）（換気立坑側） 図示

175 排水設備撤去手順図（2/4）（水平坑道埋戻し時）（主立坑側） - 204 電気設備撤去手順図（3/3）（立坑埋戻し時）（換気立坑側） 図示

176 排水設備撤去手順図（3/4）（予備ステージ埋戻し時）（主立坑側） - 205 坑内環境管理システム撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し前）（換気立坑側） -

177 排水設備撤去手順図（4/4）（立坑埋戻し時）（主立坑側） - 206 坑内環境管理システム撤去手順図（2/3）（予備ステージ埋戻し前）（換気立坑側） -

178 換気設備撤去手順図（1/2）（水平坑道埋戻し時）（主立坑側） 図示 207 坑内環境管理システム撤去手順図（3/3）（立坑埋戻し時）（換気立坑側） -

179 換気設備撤去手順図（2/2）（立坑埋戻し時）（主立坑側） 図示 208 坑内仮設備撤去工概念図（換気立坑側） -

180 電気設備撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し前）（主立坑側） 図示 209 防音ハウス解体撤去計画図（換気立坑側） S=1/150

181 電気設備撤去手順図（2/3）（水平坑道埋戻し時）（主立坑側） 図示 210 基礎コンクリート解体撤去計画図（換気立坑側） S=1/75

182 電気設備撤去手順図（3/3）（立坑埋戻し時）（主立坑側） 図示 211 換気立坑坑口上部工解体撤去計画図（換気立坑側） S=1/75

183 坑内環境管理システム撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し前）（主立坑側） - 212 排水計画図（現排水処理設備撤去後） 図示

184 坑内環境管理システム撤去手順図（2/3）（予備ステージ埋戻し前）（主立坑側） - 213 ｢参考図｣整地計画図（埋め戻し等事業完了時） 図示

185 坑内環境管理システム撤去手順図（3/3）（立坑埋戻し時）（主立坑側） - 214 ｢参考図｣主立坑坑口台車（長尺）計画図 S=1/15

186 坑内仮設備撤去工概念図（主立坑側） - 215 ｢参考図｣主立坑土砂バケット組立図 S=1/25

187 防音ハウス解体撤去計画図（主立坑側） S=1/150 216 ｢参考図｣主立坑地上固定ホッパー組立図 S=1/25

188 基礎コンクリート解体撤去計画図（主立坑側） S=1/75 217 ｢参考図｣主立坑切羽地上固定ホッパー組立図 S=1/25

189 主立坑坑口上部工解体撤去計画図（主立坑側） S=1/75 218 ｢参考図｣換気立坑坑口台車計画図 S=1/20

190 埋め戻し工作業機械編成概念図（立坑）（換気立坑側） 図示 219 ｢参考図｣換気立坑土砂バケット組立図 S=1/25

191 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度500mステージ）（換気立坑側） 図示 220 ｢参考図｣換気立坑地上固定ホッパー組立図 S=1/25

192 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度400m,300mステージ）（換気立坑側） 図示 221 ｢参考図｣換気立坑切羽地上固定ホッパー組立図 S=1/25

193 埋め戻し工作業機械編成概念図（深度200m,100mステージ）（換気立坑側） 図示 222 ｢参考図｣モニタリング装置用配管設置図 図示

194 給水設備撤去手順図（1/3）（水平坑道埋戻し時）（換気立坑側） - 223 ｢参考図｣北側擁壁構造図 図示

195 給水設備撤去手順図（2/3）（予備ステージ埋戻し時）（換気立坑側） -

196 給水設備撤去手順図（3/3）（立坑道埋戻し時）（換気立坑側） -
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№ 図面タイトル 縮尺 № 図面タイトル 縮尺

301 工事概要・案内図・求積図 S=1/10000,1/400 329 車庫 平面図 S=1/100

302 配置図 S=1/200 330 車庫 立・断面図 S=1/100

303 外構撤去図 S=1/100 331 車庫 平面詳細図 S=1/50

304 外構完成図 S=1/100 332 車庫 断面詳細図 S=1/20

305 外構詳細図 S=1/50,20,10 333 車庫 部分詳細図 S=1/10

306 仮設計画図-1 S=1/200 334 車庫 展開図 S=1/50

307 仮設計画図-2 S=1/200 335 車庫 天井伏図 S=1/50

308 仮設計画図-3 S=1/200 336 車庫 建具キープラン図 S=1/50

309 仮設計画図-4 S=1/100 337 車庫 建具表 S=1/50

310 管理棟 内部仕上表 S=1/100 338 管理棟 基礎、1階　床梁伏図 S=1/100

311 管理棟 1.2階平面図 S=1/100 339 管理棟 2階、3階　床梁伏図 S=1/100

312 管理棟 3,R階平面図 S=1/100 340 管理棟 R階、PHR階　床梁伏図 S=1/100

313 管理棟 立面図 S=1/100 341 管理棟 X方向（A,B,C通り）軸組図 S=1/200

314 管理棟 断面図 S=1/30 342 管理棟 Y方向（1～7通り）軸組図 S=1/200

315 管理棟 矩計図 S=1/50,10 343 管理棟 RC部材リスト S=1/30

316 管理棟 内部階段詳細図 S=1/50,10 344 管理棟 鉄骨部材リスト S=1/20

317 管理棟 外部階段詳細図 S=1/30,10 345 管理棟 雑詳細図 S=1/20

318 管理棟 エントランス廻り詳細図・展開図 S=1/50 346 管理棟 鉄骨架構詳細図 S=1/30

319 管理棟 便所平面詳細図・展開図 S=1/50 347 車庫 鋼材リスト -

320 管理棟 給湯室平面詳細図・展開図 S=1/50 348 車庫 基礎伏図・柱伏図・梁伏図 S=1/100

321 管理棟 2階平面詳細図 S=1/50 349 車庫 鉄骨軸組図 S=1/100

322 管理棟 2階展開図 S=1/200 350 車庫 基礎詳細図（１） S=1/20

323 管理棟 天井伏図・サイン計画図 S=1/100 351 車庫 基礎詳細図（２） S=1/20

324 管理棟 建具表-1 S=1/100 352 車庫 鉄骨詳細図 S=1/20

325 管理棟 建具表-2 S=1/20,10,5 353 全体 配置図 S=1/200

326 管理棟 部分詳細図-1 S=1/20,10 354 管理棟 屋外受変電設備単線結線図 -

327 管理棟 部分詳細図-2 S=1/100 355 管理棟 動力制御盤図 -

328 車庫 外部仕上表・内部仕上表 S=1/100 356 管理棟 幹線、通信設備系統図（電話、LAN、PHS） -

瑞浪超深地層研究所の坑道埋め戻し等事業
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№ 図面タイトル 縮尺 № 図面タイトル 縮尺

357 管理棟 幹線動力設備1階、2階平面図 S=1/100 385 管理棟 衛生設備　　給湯室,受水層廻り詳細図 S=1/50

358 管理棟 幹線動力設備3階、R階平面図 S=1/100 386 管理棟 換気空調設備　機器表(1) -

359 管理棟 電灯分電盤図 - 387 管理棟 換気空調設備　機器表(2) -

360 管理棟 照明器具姿図 - 388 管理棟 換気空調設備　機器表(3) -

361 管理棟 電灯設備1階、2階平面図 S=1/100 389 管理棟 換気空調設備　配管系統図,凡例 -

362 管理棟 電灯設備3階、R階平面図 S=1/100 390 管理棟 換気空調設備　配管 1階,2階平面図 S=1/100

363 管理棟 コンセント設備1階、2階平面図 S=1/100 391 管理棟 換気空調設備　配管 3階,R階平面図 S=1/100

364 管理棟 コンセント設備3階、R階平面図 S=1/100 392 管理棟 換気空調設備　ダクト 1階,2階平面図 S=1/100

365 管理棟 通信設備系統図（1）（拡声,テレビ,呼出装置,出入管理,インターホン） - 393 管理棟 換気空調設備　ダクト 3階,R階平面図 S=1/100

366 管理棟 通信設備1階、2階平面図（1）（拡声,テレビ,呼出し） S=1/100 394 管理棟 換気空調設備　制御配線 1階,2階平面図 S=1/100

367 管理棟 通信設備3階、R階平面図（1）（拡声,テレビ,呼出し） S=1/100 395 管理棟 換気空調設備　制御配線 3階,R階平面図 S=1/100

368 管理棟 通信設備１階、２階平面図（2）（電話,LAN,時計,PHS） S=1/100 396 車庫 機械設備機器・器具表 -

369 管理棟 通信設備３階、Ｒ階平面図（2）（電話,LAN,時計,PHS） S=1/100 397 車庫 衛生設備平面詳細図 S=1/100

370 管理棟 拡声、呼出し設備姿図 - 398 車庫 空調換気設備平面図 S=1/50

371 管理棟 自動火災報知設備系統図 -

372 管理棟 自動火災報知設備1階、2階平面図 S=1/100

373 管理棟 自動火災報知設備3階、R階平面図 S=1/100

374 車庫 電気設備盤図 -

375 車庫 電気設備照明器具姿図 -

376 車庫 電気設備幹線弱電平面図 S=1/50

377 車庫 電気設備電灯平面図 S=1/50

378 車庫 電気設備自火報平面図・系統図 S=1/100

379 管理棟 配置図・桝リスト S=1/200

380 管理棟 衛生設備　　器具表・機器表 -

381 管理棟 衛生設備　　系統図・凡例 -

382 管理棟 衛生設備　　1階,2階平面図 S=1/100

383 管理棟 衛生設備　　3階,R階平面図 S=1/100

384 管理棟 衛生設備　　便所廻り詳細図 S=1/50
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地上設備撤去　主立坑山留計画図
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▽EL+ 201.3

換気立坑防音ハウス

▽EL+ 201.0

▽EL+200.5

既設舗装範囲

▽EL+200.5

1:
1.
0

▽EL+197.9

1:1.0

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

既設舗装範囲 既設舗装範囲

▽EL+201.0▽EL+201.0

コンクリートプラント防音ハウス 地上仮設配管

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

▽EL+ 201.3

換気立坑防音ハウス

▽EL+ 201.0

▽EL+200.5

既設舗装範囲

▽EL+200.5
EL+199.37

1:
1.
0

1:1.0

▽EL+198.9

1:1.0

1:
1.
0

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

既設舗装範囲 既設舗装範囲

▽EL+201.0▽EL+201.0

コンクリートプラント防音ハウス

1:1.0

地上仮設配管

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

▽EL+ 201.3

換気立坑防音ハウス

▽EL+ 201.0

▽EL+200.5

既設舗装範囲

▽EL+200.5
▽EL+197.9

1:1.0

EL+199.37

1:
1.
01:1.0

▽EL+200.25

床掘り= 
埋戻し= 

21.6㎡
60.8㎡

床掘り= 
埋戻し= 

16.2㎡
50.7㎡

床掘り= 
埋戻し= 

19.3㎡
65.3㎡

床掘り= 
埋戻し= 

9.9㎡
39.9㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  48.0

P  51.0

P  54.0

P  57.0

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（5/12）

▽EL+200.25

1:1.0

1:1.0



▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

既設舗装範囲 既設舗装範囲

▽EL+201.0▽EL+201.0

コンクリートプラント防音ハウス

1:1.0

地上仮設配管

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

▽EL+ 201.3

換気立坑防音ハウス

既設舗装範囲

▽EL+200.51:
1.
0

▽EL+197.9

1:1.0

▽EL+200.25

▽GL+ 200.9

既設舗装範囲 既設舗装範囲地上仮設配管

GL+200.9▽ ▽GL+ 200.9

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ室防音ハウス

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0▽EL+ 199.8

地上仮設配管中心

▽GL+ 200.9

セメントサイロ基礎 既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0 ▽EL+ 199.8

地上仮設配管中心

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 199.8

地上仮設配管中心

▽FL 201.0▽GL+200.9

▽EL+200.0

既設舗装範囲

▽GL+ 200.9

セメントサイロ基礎 既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

1:1.0 1:
1.
0

▽EL+ 199.8

地上仮設配管中心

▽FL 201.0▽GL+200.9

既設舗装範囲

1:
1.
0

▽FL 201.0

1:1.0

▽FL 200.0 ▽FL 199.9 ▽FL 200.0

ズリピット基礎

床掘り= 
埋戻し= 

6.1㎡
30.6㎡

床掘り= 
埋戻し= 

3.9㎡
32.3㎡

床掘り= 
埋戻し= 

4.1㎡
37.9㎡

床掘り= 
埋戻し= 

5.1㎡
33.3㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  60.0

P  63.0

P  66.0

P  69.0

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（6/12）



▽GL+ 200.9

セメントサイロ基礎 既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

1:1.0 1:
1.
0

▽EL+ 199.8

地上仮設配管中心

▽FL 201.0▽GL+200.9

既設舗装範囲

1:
1.
0

▽FL 201.0

1:1.0

▽FL 200.0 ▽FL 199.9 ▽FL 200.0

ズリピット基礎

▽GL+ 200.9

既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

地上仮設配管中心

▽FL 201.0▽GL+200.9

既設舗装範囲

1:
1.
0

▽FL 201.0

1:1.0

▽FL 200.0 ▽FL 199.9 ▽FL 200.0

ズリピット基礎

▽GL+ 200.9

既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

地上仮設配管中心

▽FL 201.0

既設舗装範囲

1:
1.
0

▽FL 201.0

1:1.0

▽FL 200.0 ▽FL 200.0

▽GL+ 200.9

既設舗装範囲主立坑櫓防音ハウス

GL+200.9▽

▽EL+ 199.8

1:
1.
01:1.0

地上仮設配管中心

▽FL 201.0

既設舗装範囲

1:
1.
0

▽FL 201.0

1:1.0

▽FL 200.0 ▽FL 200.0

床掘り= 
埋戻し= 

6.2㎡
33.3㎡

床掘り= 
埋戻し= 

4.2㎡
26.8㎡

床掘り= 
埋戻し= 

4.7㎡
14.8㎡

床掘り= 
埋戻し= 

4.0㎡
14.8㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  72.0

P  75.0

P  78.0

P  81.0

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（7/12）



主立坑中心

FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8

▽EL+ 198.5

1:1.0

▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0▽EL+ 200.0

▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

既設舗装範囲既設舗装範囲

スロープ

主立坑防音ハウス

1:
1.
0

主立坑中心

FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8

▽EL+ 198.5

1:1.0

▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0

▽EL+ 200.0

▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

既設舗装範囲既設舗装範囲

道路中心

スロープ

市道大狭間3号線主立坑防音ハウス

1:
1.
0

主立坑中心

FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8

▽EL+ 198.5

1:1.0

▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0

▽EL+200.0 ▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

既設舗装範囲主立坑防音ハウス

1:
1.
0

FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8 ▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0

▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

既設舗装範囲主立坑防音ハウス

1:
1.
0

▽EL+199.65

1:1.0

▽EL+ 200.0

床掘り= 
埋戻し= 

9.7㎡
43.1㎡

床掘り= 
埋戻し= 

9.8㎡
43.1㎡

床掘り= 
埋戻し= 

9.8㎡
43.1㎡

床掘り= 
埋戻し= 

7.2㎡
19.3㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  84.0

P  84.9

P  87.0

P  90.0

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（8/12）



FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8 ▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0

▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備主立坑防音ハウス

1:
1.
0

▽EL+199.77

1:1.0

▽EL+ 200.0

1:1.0

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

1:1.0

▽EL+199.2
▽EL+199.9

▽EL+199.2

FL (EL+201.0)

1:
1.
0

▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9
▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備主立坑防音ハウス

1:
1.
0

▽EL+199.83

▽EL+ 200.0

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

1:1.0▽EL+199.2

▽EL+199.2

▽EL+ 200.0

1:
1.
0

▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備ロープ取替装置基礎

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

▽GL+ 200.9

1:1.0

1:1.01:
1.
0

▽EL+ 199.62

既設舗装範囲 既設舗装範囲

1:
1.
0 ▽EL+ 199.9

床掘り= 
埋戻し= 

12.2㎡
35.2㎡

床掘り= 
埋戻し= 

5.6㎡
37.9㎡

床掘り= 
埋戻し= 

6.0㎡
23.5㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  96.0

P  99.0

P  102.0

DL= 195.0

FL (EL+201.0) ▽EL+ 200.8

1:
1.
0

▽EL+ 200.8 ▽FL 201.0 ▽GL+ 200.9

▽EL+ 199.8

1:1.0

▽GL+ 200.9

1:1.0

▽EL+ 200.0

建屋基礎中心

建屋基礎中心

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備主立坑防音ハウス

1:
1.
0

▽EL+199.71

1:1.0

▽EL+ 200.0

1:1.0

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

地上設備撤去　土工全体横断図（9/12）

脱水ケーキ仮置場

床掘り= 
埋戻し= 

7.0㎡
20.2㎡

床掘

埋戻

凡例

1:1.0 1:
1.
0

P  93.0



▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備ロープ取替装置基礎

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

▽GL+ 200.9

既設舗装範囲 既設舗装範囲

1:
1.
0 ▽EL+ 199.9

1:1.0

1:
1.
0▽EL+ 199.67

1:1.0

▽EL+ 199.67

▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備ロープ取替装置基礎

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

▽GL+ 200.9

主立坑巻上機基礎 既設舗装範囲

1:
1.
0 ▽EL+ 199.91:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9

▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

既設舗装範囲

▽GL+ 200.9

主立坑巻上機基礎 既設舗装範囲

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9

1:
1.
0

▽EL+ 199.8

▽GL+ 200.9

地上仮設配管中心

常用排水・非常用排水処理設備

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

▽GL+ 200.9

主立坑巻上機基礎 既設舗装範囲

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9

1:
1.
0

床掘り= 
埋戻し= 

6.9㎡
33.2㎡

床掘り= 
埋戻し= 

6.0㎡
62.1㎡

床掘り= 
埋戻し= 

6.2㎡
55.3㎡

床掘り= 
埋戻し= 

6.1㎡
56.1㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  105.0

P  108.0

P  111.0

P  114.0

地上設備撤去　土工全体横断図（10/12）

床掘

埋戻

凡例

1:1.0 1:
1.
0



▽GL+ 201.3

常用排水・非常用排水処理設備

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

主立坑巻上機基礎

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9 ▽EL+ 198.9

▽GL+ 202.0

既設舗装範囲▽GL+ 204.0

常用排水・非常用排水処理設備

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

主立坑巻上機基礎

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9 ▽EL+ 198.9

▽GL+ 203.7
既設舗装範囲

▽GL+ 203.3
▽GL+ 204.0

▽GL+ 200.9

常用排水・非常用排水処理設備

▽GL+ 201.15

▽EL+200.77 ▽EL+200.77

主立坑巻上機基礎

1:1.0

1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9 ▽EL+ 198.9

▽GL+ 204.0既設舗装範囲

▽GL+ 204.0

主立坑巻上機基礎

1:1.0 1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9 ▽EL+ 198.9

▽GL+ 204.0

床掘り= 
埋戻し= 

7.0㎡
52.3㎡

床掘り= 
埋戻し= 

14.5㎡
52.2㎡

床掘り= 
埋戻し= 

18.2㎡
52.2㎡

床掘り= 
埋戻し= 

30.8㎡
49.0㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

DL= 195.0

P  117.0

P  120.0

P  123.0

P  126.0

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（11/12）

▽EL+ 200.9



▽GL+ 204.0 ▽GL+ 204.0

▽GL+ 204.0 ▽GL+ 204.0

床掘り= 
埋戻し= 

30.8㎡
49.0㎡

床掘り= 
埋戻し= 

0.0㎡
0.0㎡

DL= 195.0

DL= 195.0

P  129.0

P  132.0

フッ素ホウ素除去設備

フッ素ホウ素除去設備

床掘

埋戻

凡例

地上設備撤去　土工全体横断図（12/12）

主立坑巻上機基礎

1:1.0 1:
1.
0

▽EL+ 201.0

▽EL+ 198.9 ▽EL+ 198.9

▽EL+ 200.9



キュービクル

受水槽

主立坑

換気立坑

換気立坑櫓防音ハウス

主立坑櫓防音ハウス

換気立坑巻上げ機

主立坑巻上げ機防音ハウス

コンプレッサー室

水平シーブ

排水処理設備

Ａ工区
火工所

取扱所

Ｂ工区

火工所

Ｂ工区

取
扱
所

Ａ
工
区

セメントサイロ

防音ハウス

　　防音ハウス

コンクリートプラント防音ハウス

MSB-2号孔

排水処理設備

既契約工事事務所

資機材置場

防音ハウス

受変電設備・非常用発電設備

扇風機坑道

瑞浪超深地層研究所管理棟

事務所・ガレージ

瑞
浪
地
下
学
研
究
館



柵工（撤去）構造図



排水処理設備
ふっ素ほう素
除去設備







吐口部擁壁

堆積土砂
吞口部擁壁















管理棟

換気立坑櫓防音ハウス
主立坑櫓防音ハウス

受変電設備・非常用発電設備

換気立坑巻上げ機

主立坑巻上げ機防音ハウス

コンプレッサー室
水平シーブ

排水処理設備

セメントサイロ

工事事務所

ロープ

取替装置
ロープ

ロープ
取替装置
ロープ

防音ハウス

　　　　　防音ハウス

　　防音ハウス

コンクリートプラント防音ハウス

ふっ素ほう素
除去設備

0.8m3バックホウ

30t級自走式破砕機

防音上屋

0.5m3バックホウ

2.0m3ホイルローダ

0.8m3バックホウ

2.0m3ホイルローダ

10tダンプトラック

埋戻土堆積場(案)

12m×8m×2.75m
(容量199m3)

スパッツ

1
0
0
00

22000

30t級自走式破砕機

2.0m3ホイルローダ

0.5m3バックホウ

防音上屋

掘削残土(破砕前)

仮置場

破砕後埋戻土運搬

破砕前残土投入



ズリキブル

バックホウ バックホウ

振動コンパクター

ズリキブル

主立坑内径：6500

P

0.1m3バックホウ

65kg級振動コンパクター
340kg級振動コンパクター

4インチ超高揚程水中ポンプ
φ600mmVU管



坑内排出用ホッパー

キャリアダンプ

埋戻し材運搬

ズリキブル

横断面図

2.5tキャリアダンプ

3
5
0
0

3
5
0
0
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坑内排出用ホッパー
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坑内排出用ホッパー

キャリアダンプ
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平面図
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P

STEP1 水中ポンプ・仮設排水管の設置

・2吋水中ポンプを冠水坑道端部の排水ピットに設置しφ400有孔管で保護する。
・坑壁に仮設排水管(サクションホースφ50mm)を敷設し、末端を水平坑部の既設排水側溝内に入れる。

P

STEP2 埋戻し・転圧実施（1回目）

斜部転圧
0.1m3バックホウ

2.5tキャリアダンプ
埋戻し材運搬

0.3m3ホイルローダ
水平部敷均し

斜部敷均し
0.07m3バックホウ

65kg振動コンパクター(2台)
水平部転圧

・2.5tキャリアダンプで運搬した埋戻し材を、0.3m3ホイルローダで敷均し、振動コンパクターで転圧する。
・0.07m3バックホウで坑道奥から斜に敷均し、振動プレートを取付けた0.1m3バックホウで転圧する。

P

STEP3 水中ポンプ移設（1回目）
・水中ポンプ及び有孔管を坑道手前側に盛替える。

P

STEP4 埋戻し・転圧実施（2回目）

斜部転圧
0.1m3バックホウ

0.3m3ホイルローダ
水平部敷均し

斜部敷均し
0.07m3バックホウ

65kg振動コンパクター(2台)
水平部転圧

2.5tキャリアダンプ
埋戻し材運搬

・2.5tキャリアダンプで運搬した埋戻し材を、0.3m3ホイルローダで敷均し、振動コンパクターで転圧する。
・0.07m3バックホウで坑道奥から斜に敷均し、振動プレートを取付けた0.1m3バックホウで転圧する。
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※研究アクセス坑道側の現地写真では、天端も段差あり

凡　例

：覆工コンクリートによる段差発生箇所
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3800
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200 3@400=1200 200 3@400=1200 200 セパレーター配置間隔

縦端太配置間隔

①せき板（合板 t=12mm）には、あらかじめ作業員が出入りできる開口を作成しておく。
　 せき板を所定の位置にセットし、覆工コンクリート段差部にコンクリート釘等で仮固定する。

②水平坑道側の充填用配管、確認用配管をせき板まで設置する。
　 せき板の合わせ目や覆工コンクリートとの隙間等の止水を実施し、最後に開口部を閉じる。

③縦端太（角鋼管 □-60*60*2.3）を配置後、横端太（角鋼管 2×□-60*60*2.3）を配置し、

④横端太固定部材（L-100*100*10）を覆工コンまたは底版コンと

⑤立坑側に圧送ポンプを設置し、配管を接続する。

縦端太

角鋼管 □-60*60*2.3

覆工コンクリート
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せき板
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横端太
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横端太固定部材
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重機による埋戻し完了範囲

横端太

角鋼管 □-60*60*2.3

　 セパレーターで固定する。

　 アンカーボルトで固定し、横端太と溶接して固定する。
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①ラインポンプの停止

（水平坑道への供給停止）

②埋戻しの進捗に併せて

　配管撤去

（水平坑道埋め戻し時）



①ラインポンプの停止

（下の階層への供給停止）

（予備ステージ埋戻し時）

②予備ステージ内の

　設備撤去



（立坑埋め戻し時）

①埋戻しの進捗に併せて

　配管撤去

給水槽・排水槽は残置



（斜坑部埋戻し時）

①水中ポンプ盛替

②水中ポンプ盛替

１．1回目埋戻し後

２．2回目埋戻し後

３．3回目埋戻し後

③水中ポンプ盛替



（水平坑道埋戻し前）

①排水材設置(側溝部)
　②水中ポンプ・配管撤去

　②水中ポンプ・配管撤去



（予備ステージ埋戻し前）

①ポンプ中継座経由の

　排水経路の設置

②予備ステージ内の　　　

水中ポンプ・配管撤去



（立坑埋戻し時）

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替

②埋戻しの進捗に併せて

不要設備の撤去

②埋戻しの進捗に併せて

不要設備の撤去

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替

②埋戻しの進捗に併せて

不要設備の撤去



Ｐ

Ｐ

Ｐ

②埋戻しの進捗に

　併せて送風機撤去

①埋戻しの進捗に

　併せて風管撤去

（水平坑道埋戻し時）



Ｐ

Ｐ

①埋戻しの進捗に

　併せて風管撤去

（立坑埋戻し時）



①上層階のトランス

　からの仮設配線

②既設配線の離線

③乾式トランスの撤去



②埋め戻しの進捗に併せて

　不要設備の撤去

①必要な電気設備の移設



①必要な電気設備の移設

②埋め戻しの進捗に併せて

　不要設備の撤去



①水平坑道内設備・配線撤去

①水平坑道内設備・配線撤去



①予備ステージ内設備・配線撤去

①予備ステージ内設備・配線撤去



①埋戻しの進捗に併せて

　配線撤去



給水管

給気管

排水管

非常用排水管

照明

給水管
風管

ローリングタワー

照明

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

ローリングタワー

スカフォード







主立坑坑口上部工解体撤去計画図

断面図

平面図



ズリキブル

バックホウ

振動コンパクター

バックホウ

ズリキブル

換気立坑内径：4500

P

0.07m3バックホウ

65kg級振動コンパクター

4インチ超高揚程水中ポンプ
φ600mmVU管



ズリキブル

坑内排出用ホッパー
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ズリキブル

バックホウ

埋戻し材運搬・敷均し
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ズリキブル

バックホウ

埋戻し材運搬・敷均し

平面図

縦断面図
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65kg振動コンパクター
転圧補助



①ラインポンプの停止

（水平坑道への供給停止）

②埋戻しの進捗に併せて

　配管撤去

（水平坑道埋戻し時）



①ラインポンプの停止

（下の階層への供給停止）

（予備ステージ埋戻し時）

②予備ステージ内の

　設備撤去



（立坑埋戻し時）

①埋戻しの進捗に併せて

　配管撤去

給水槽・排水槽は残置



（水平坑道埋戻し前）

①排水材設置(側溝部) ②水中ポンプ・配管撤去



（予備ステージ埋戻し前）

①ポンプ中継座経由の

　排水経路の設置

③予備ステージ内の　　　

水中ポンプ・配管撤去②排水材設置(側溝部)



（立坑埋戻し時）

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替

①2m埋戻し後　　　

水中ポンプ盛替



Ｐ

Ｐ

Ｐ

①埋戻しの進捗に

　併せて風管撤去

②埋戻しの進捗に

　併せて送風機撤去

（水平坑道埋戻し時）



Ｐ

Ｐ

①埋戻しの進捗に

　併せて風管撤去

（立坑道埋戻し時）



①上層階のトランス

　からの仮設配線
②既設配線の離線



①埋め戻しの進捗に併せて

　不要設備の撤去



①必要な　　　　　

電気設備の移設

②埋め戻しの　　　

進捗に併せて　　

　不要設備の撤去



①水平坑道内設備・配線撤去

①水平坑道内設備・配線撤去



①予備ステージ内設備・配線撤去

①予備ステージ内設備・配線撤去



①埋戻しの　　　

進捗に併せて

　配線撤去　　　



給水管

給気管

排水管

非常用排水管

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

照明

風管

照明

ローリングタワー キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

キャリアダンプ
（撤去資材運搬）

ローリングタワー

スカフォード







換気立坑坑口上部工解体撤去計画図
平面図

断面図
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地域指定なし、防火指定なし

岐阜県瑞浪市明世町山野内字大狭間 1-15・1-64・4-9

地上3階建鉄骨造

施設の場所

階数主要構造

地域・地区

建築概要

案内図

サイエンスワールド

瑞浪インターチェンジ

中央自動車道

第１駐車場

市民公園

広場

野外劇場
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児童広場

狭
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川

市民体育館
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テニス
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市民野球場瑞浪市民公園

市之瀬廣太記念美術館
市民競技場

瑞浪地科学研究館

工事場所

瑞浪国際研究交流施設

3,439.503 ㎡敷地面積

市道大狭間3号線

工事名 瑞浪超深地層研究所　瑞浪管理棟他解体工事

事務所・集会場

施設用途

戸狩字大狭間 36-2・36-3・36-12・55-11・55-13

施設概要 棟名 延べ面積

管理棟

車庫 鉄骨造 平屋建 事務所・車庫

1,504.00㎡

142.16㎡
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35,000
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1階床面積

2階床面積
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延べ床面積

(      は建築面積に含まれる部分 )

1
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2

3
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1
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=25.81㎡
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各単位面積
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管理棟面積
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1 4

A

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 27,000
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4
0
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0
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仮囲 2,400

A
型
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｹ
ｰ
ﾄ
ﾞ
 
4
,
5
0
0

：A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　71.5ｍ

：成形鋼板　H3,000、42.4ｍ

：敷鉄板　6,000×1,500、45枚

■凡例

：養生足場



管理棟

ため桝

植込用客土

歩車道境界ブロック

U型側溝　U-150

集水桝
PU側溝

基礎

：アスファルト舗装撤去範囲

3,200

5
,
0
0
0

4,800

5,849

3
3
,
2
0
0

2
4
,
4
5
0

基礎

：ピット部分

：基礎堀掘削範囲

Asカッター入れ

仮
囲

　
4
0
,
0
0
0
　

：既設側溝、桝撤去範囲

敷鉄板
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線
 47,426
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道路境界線 8,980

7,419

2,542

隣地境界線 14,947

1,873

9,765
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車庫
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隣地境界線 34,148
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4

隣地境界線 8,000
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,
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0

11,751

B

A
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A

A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ 45,400

A
型
ﾊ
ﾞ
ﾘ
ｹ
ｰ
ﾄ
ﾞ
 
1
5
,
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：A型ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ　60.4ｍ

：成形鋼板　H3,000、42.4ｍ

：敷鉄板　6,000×1,500、21枚

■凡例

仮囲　2,400　



管理棟周囲 養生足場：9段（最上部：安全手摺）

管理棟塔屋階 養生足場：10ｽﾊﾟﾝ×11段

車庫周囲 養生足場：4段

成形鋼板 H3.0ｍ

A型バリケード

1
,
6
0
0

4
,
0
0
0

Ａ Ｂ ＣＡ Ｂ Ｃ

14,000

7,000 7,000

4,000 9,200

7,200 2,000 500500

ＧＬ

ＧＬ

2FL

3FL

3
0
0

4
,
8
0
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4
,
2
0
0

3
,
9
0
0

6
0
0

6
,
9
3
6

（最上部：安全手摺）

敷鉄板

1
8
,
3
3
4

車庫棟

▽GL=EL 204.00

Ａ Ｂ ＣＡ Ｂ Ｃ

7,000 7,000 4,000 7,200 2,000

4
,
0
0
0

2,400

▽GL=EL 204.50管理棟

1
,
2
0
0

720

基礎掘削参考図



階 室名
巾木 壁 天井 備考

下地 材料 仕上　 仕上厚 高さ 仕上　 仕上　 天井高

風除室

エントランスホール

廊下・階段室

展示室・概況説明室

見学者更衣室

医務室

警備員室

所長室、副所長室

応接室

総務課・経理課

男子、女子更衣室

従業員等居室

コピー室

資料室・解析室

会議室

倉庫1,2,4

給湯室

廊下（2，3F）・階段室

（階段）

M・W　WC
MP WC

RC

内部仕上表

1階

2階

3階

共通

タイルカーペットt=6.5

踏面：パーライトモルタルｔ＝40（溶接金網3.2φー100）　　　　　蹴上げ：S，SOP　　　手摺：木製　OSUC

100角磁器質タイル 一部点字タイル

100角磁器質タイル

タイルカーペットt=6.5

会議室

休養室

倉庫3

長尺ビニル床シートｔ＝2.0

長尺ビニル床シートｔ＝2.0

S
タイルカーペットt=6.5                                    段裏：S，SOP　　　　支柱：SFB加工，SOP塗装

長尺ビニル床シートｔ＝2.0

60 LGS PBｔ=12.5

LGS

LGS

アルミスパンドレル（細目）

岩面吸音板　ｔ＝9

岩面吸音板　ｔ＝9

岩面吸音板　ｔ＝9

メッシュパネル

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

3,500

3,500

受付カウンター、アコーデオンカーテン、（L=2,000,H=2,100）

遮光ブラインド

ブラインド

流し台 L=1,800,吊戸棚 L=900

ミニキッチン　L=900(電気温水器付)

ブラインド

ブラインド

ブラインド

ブラインド

ブラインド

ブラインド

ブラインド

ブラインド

洗面カウンター、天板：1F  マーブライトカウンターTOTO　ML-36　L=1,800

100角磁器質タイル

（位置表示用、誘導表示用）
PB

防水PBｔ＝12.5

2,800

スチールパーティション　ｔ＝50 ブラインド2,800

室名札

ブラインド

ブラインド

ブラインド、目カクシスクリーン（女子のみ）900×2800H

扉材：ポリエステル化粧合板（オーデ木OP）、マグネラッチ、内材：カラー合板

トイレブース：H=1,900

小便器汚垂れ石：御影石、t=20、D=600

SK取付ライニング天板：スチール焼付塗装T=25、D=250

SK内掃除用具掛　木ｔ20×100×500OP、ステンレスフック3個取付

5φ-100＠

化粧PB　ｔ=9.5（不燃）

EP

スライディングウォール（上部天井懐内はLGS下地PBt=12.5両面張り）

ブラインド

RC

RC

下地 材料 下地 材料 下地 材料

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

150

150

150

150

150

150

150

150

150

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

PB

ビニル巾木

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木

60

木製巾木OSUC

60

60

60

60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

PBｔ=12.5 
スチールパーティション　ｔ=50

PBｔ=12.5 
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5 

PBｔ=12.5

PBｔ=12.5

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5 
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50
PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

PBｔ=12.5
スチールパーティション　ｔ＝50

防水PBｔ＝12.5

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

EP

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

LGS

（黒色）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

岩面吸音板　ｔ＝9

岩面吸音板　ｔ＝9

岩面吸音板　ｔ＝9

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）

化粧PBｔ=9.5（不燃）PBｔ＝12.5

防煙垂れ壁：H=800 煙感連動式

スチールパーティション　ｔ＝50

PB

EP

EP

地域交流課
OAフロアーの上
タイルカーペットt=6.5

150 PB ビニル巾木 60 LGS PBｔ=12.5 LGS 化粧PBｔ=9.5（不燃） 2,800 ブラインド

備品庫
PBｔ=12.5 LGS60ビニル巾木PB 化粧PBｔ=9.5（不燃）LGS ブラインド2,800
スチールパーティション　ｔ=50

EP

EP

複層模様 E

EP

タイルカーペットt=6.5

タイルカーペットt=6.5

 無機質壁紙

 無機質壁紙

 無機質壁紙

EP

EP

2.3Fメラミンポストフォーム L=1,800

タイルカーペットt=6.5
長尺ビニル床シートｔ＝2.0

150女子

男子

木製巾木OSUC

木製巾木OSUC

ビニル巾木

床

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

（不燃）

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上

OAフロアーの上OAフロアーの上

OAフロアーの上

スチールパーティション　ｔ＝50

スチールパーティション　ｔ＝50

スチールパーティション　ｔ＝50

スチールパーティション　ｔ＝50

SOP

スライディングウォール（上部天井懐内はLGS下地PBt=12.5両面張り）



倉庫3

インフォメーション

35,000

3,900

35,000

AUTO D.

AUTO D.

6,000

6,000

1
4
,0

0
0

7
,0

0
0

5,500

5
,0

0
0

2
,0

0
0

UP

2,000

6,000

1,000

医務室

ＷＣ
MP

警備員室

6,000

UP

1,050

風除室

5

13

UP

18

廊下

S.S

エントランスホール

S
.S

ルーム

5,500

4,800

1
4
,0

0
0

7
,0

0
0

足洗場

5
,0

0
0

2
,0

0
0

外部階段

2,000

見学者更衣室

6,000

4,000

M
ＷＣ

W
ＷＣ

倉庫1

男子更衣室 給湯室

US

6,000

展示室

倉庫2

8 13

UP 26 DN

庇

廊下

応接室

M
ＷＣ

W
ＷＣ

700

経理課 総務課

5,500

備品庫

6,000

1,050

地域交流課受付

1F PLAN

2F PLAN

5,5006,000

概況説明室

副所長室 所長室

会議室

3,000

EPS

US

EPSPS

PS

植込 植込

C

A

B

A

B

C

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

PS

PS

給湯室

更衣室
女子

スロープ　1/12

下部配管用ピット（点線部分）

下部配管用ピット（点線部分）

AW
1

1
AW

1
AW

AW
2

AW
2

AW
2

AW
2

3
AW

3
AW

4
AW

4
AW

4
AW

4
AW

4
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

6
AW

AW
6

AW
6

AW
6

AW
6

AW
6

AW
6 6

AW
6

AW
6

AW

1
AD

2
AD

7
AW

7
AW

9
AW

9
AW

9
AW

9
AW

10
AW

LSD

TB TB

LSD LSD

LSD

LSD

LSD

LSD

WD

LSD

LSD LSD

CW

CW

STD

STD
1

1

下部配線用ピット（点線部分）

LSDWD
1

SD

AWAW TB

TBTB AWAW

植込

1

2

8 8

8 8

1

 t50  t50

 t50

 t50  t50  t50

t5
0

t5
0

t5
0

t5
0

t5
0

t5
0

1 1

1 12

3

4

LSD
5

6

7

7

9

LSD
9

1

1 1

1 1 2

SS
1

1
3

10

5

1

15

14

20

13

10

UP

DN24

25

・男子・女子便所出入口巾＝800

出入口900

奥行き1,970
幅　2,100

・身障者用便所

スロープW1350  1/12勾配　床面スロープ用タイル、手摺ステンレスパイプＨ＝900

★

★ ★★

★ ★

★ ★

LSF
1 ×3

LSF
1 ×3

92.00m
2

LSD
8

LSD
8

LSD
10

消火器用ボックス

消火器用ボックス

消火器用ボックス

消火器用ボックス

★

★

上部

型

型

型

型

型 型

型

型型型

型型

OAフロアー

ALC版ｔ＝100タテ張り

LGS100（グラスウール充填）PBｔ＝12.5両面張り(スラブ下まで)

スチールパーティション t=50 t50

排煙オペレーター（インペイ式）H=1200★

型 サッシ記号（型は型板ガラス）

サッシ記号（防火設備）

2F：230×230　5ヶ所､232×110　3ヶ所)

LGS65 PBｔ＝12.5両面,又は片面(天井まで)

(設備用床開口―1F：230×230　2ヶ所、

★

★★

タイルカーペット

磁器質タイル

3,000 2,500

2
,1

0
0

100

2,755 2,745

230

2,770 3,000 2,000 4,000

スライディングウォール スライディングウォール

240 5,760

4,000 1,900

250

100 4,000 1,900

2,000 2,000

サッシ記号（特定防火設備）

1
,0

0
0

B

t5
0

t5
0

t5
0

t5
0

 t50  t50

 t50  t50

t5
0

t5
0



35,000

35,000

6,000

6,000

1
4
,0

0
0

4
,8

9
0

5
,0

0
0

4,800

5,500

5,500

1
4
,0

0
0

2
,0

0
0

5
,0

0
0

外部階段

廊下

2,000

6,000

4,000

会議室

6,000

倉庫4

UP

8 13

21 DN

資料室

5,280

550

6,000

M
ＷＣ

700

W
ＷＣ

解析室

手摺：H=1,100

休養室

1,270

6,000

4,730

7 12

RD

7
,0

0
0

2
,0

0
0

RDRD

水
勾

配
　

1/
75

20
DN

水
勾

配
　

1/
75

RD

3F PLAN

RF PLAN

5,5006,000

5,500

従業員等居室

6,000

設備機器置場

RD RD RD

コピー室
EPS

AC室外機1F用

2F用 3F用

C

B

A

C

A

B

1 2 3 4 5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

PS

給湯室

ステージ
（エキスパンドメタル）

PS

手摺：H=1,100

PS

EPS

丸環

伸縮目地

1
AW

1
AW AW

2
AW
2 3

AW

4
AW

4
AW

5
AW

AW
6

AW
6

AW
66

AW
6

AW
6

AW
6

AW
6

AW
6

AW

2
AD

7
AW

9
AW

9
AW

8
AW

LSD

LSD

LSD LSD

LSD

1
CW

AWAW TB TB

RD RD

RHRF

タラップ：ステンレス

8 8

 t50  t50  t50

 t50  t50  t50

 t50

t5
0

t5
0

t5
0

t5
0

1 1

4

5

7

1 1

A

3

消火器用ボックス

消火器用ボックス

35

36

40

30

25

DN45

★

★ ★ ★

LSF
1 ×3

LSD
8

LSD
8

SD
1

型 型

型 型

OAフロアー

ALC版ｔ＝100タテ張り

LGS100（グラスウール充填）PBｔ＝12.5両面張り(スラブ下まで)

スチールパーティション t=50 t50

排煙オペレーター（インペイ式）H=1200★

型 サッシ記号（型は型板ガラス）

サッシ記号（防火設備）

2
SD

3
SD

(設備用床開口―3F：230×230　８ヶ所､232×110　2ヶ所)

分電盤用基礎
500D×900L×300H

LGS65 PBｔ＝12.5両面,又は片面(天井まで)

★★

水
勾

配
　

1/
75

スライディングウォール

5,280

550 4,730

4
,8

9
0

3,500 2,500 2,000 3,750 250

7
,0

0
0

4
,5

0
0

2
,5

0
0

 t50

 t
5
0

100 4,000 1,900 250 5,750

サッシ記号（特定防火設備）



南
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竪穴区画
リップミゾ形鋼＋メタルラス下地
ロックウールt=25両面吹付

竪穴区画
リップミゾ形鋼＋メタルラス下地
ロックウールt=25両面吹付

竪穴区画
リップミゾ形鋼＋メタルラス下地
ロックウールt=25両面吹付
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軒天：フレキシブルボード t=6

笠木：アルミ板　t=2.0 加工
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アルミパンチングメタル t=3.0

手摺：スチールＦＢ-50 X 12
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　　　溶融亜鉛メッキの上SOP塗装
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　　　溶融亜鉛メッキの上SOP塗装

横ざん：スチールＦＢ-38 X 12
　　　溶融亜鉛メッキの上SOP塗装

段裏：スチールP -4.5
　　　溶融亜鉛メッキの上SOP塗装FB-65×6@300

溶融亜鉛メッキの上SOP塗装

※　天井下地はアングルで補強

　　　長尺塩ビシート t=2.0（ノンスリップタイプ）
踏面：パーライトモルタルの上（溶接金網 3.2φ-100）

　　長尺塩ビシート t=2.0

棟木 45×105

棟木 45×105

１階平面 S=1/50

Ｒ階平面 S=1/50

３階平面 S=1/50

２階平面 S=1/50

S=1/50立面

詳細 S=1/10

B通リ梁天端
RFL

1,650

1,100150 400

洗い場

200 200
ノンスリップタイル

1
,2

3
5

1
,1

0
0

1
5
0

竪樋60.5φ

格子蓋300ロ
コン柱

竪樋：SUS 60.5φ

竪樋60.5φ

竪樋60.5φ

1
7
0

H-300×150 H-250×125

H-250×125H-300×150

H-250×125
H-300×150

化粧ナット止

910

水勾配 1/70
B5 H-200×100

3
0

P2 H-125×125

B5 H-200×100

　　印はシーリングを示す

アスファルトルーフィング22kg
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　　　　　　　　　EP 塗装
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外巾木：
コンクリート打放しの上
塗膜防水仕上

掴み金物：

幕板：アルミ板　t=2.0 加工
      フッ素樹脂焼付塗装
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フッ素樹脂焼付塗装
笠木：アルミ板　t=2.0 加工

防塵網：ステンレスメッシュ

軒樋；耐酸被覆鋼板　t=0.4
　　　受金物　FB4.5×32 SOP
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化粧ボルトにて固定

鉄骨の外壁ALC版貫通部は
無収縮モルタルにて隙間無きよう穴埋めのこと。

(穴は全て面取りのこと）
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※　天井下地はアングルで補強
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エアータオル
（設備工事）

LGS t=100下地　PBt=12.5両面張
中空部グラスウール入り 32kg/    t=50 m3

スラブ下まで

床上げはフリーフロアとし
コンパネｔ＝12に下地の上
長尺ビニル床シートｔ＝2.0

1．女子洗面脱衣室の仕上は下記とする。

床：長尺ビニル床シートｔ＝2.0

巾木：ソフト巾木　H=60

壁：防水PBｔ＝12.5、EP

天井：化粧PB　ｔ＝9.5（不燃）

2．物入（SK置場）仕上は下記とする。

床：長尺ビニル床シートｔ＝2.0

巾木：ソフト巾木　H=60

壁：防水PBｔ＝12.5、EP　ALC版表わし

天井：化粧PBｔ＝9.5（不燃）

仕上とする。

又は備品設備工事

(建築工事)

化粧鏡：耐蝕鏡
(建築工事)
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1

2

3

凡例

記号 材料

岩面吸音板ｔ＝9

メッシュパネル5φー100@,SOP塗装（黒色）

化粧PB　ｔ＝9.5

アルミスパンドレル（細目）

廊下

給湯室警備員室医務室

植込

MP
ＷＣ

UP

足洗場 M

PS

ＷＣ

PS

EPS

倉庫-1

ＷＣ
W

見学者更衣室

地域交流課S
.S

AUTO D.

AUTO D.

UP

1F キープラン

13 18

植込

スロープ　1/12

風除室

エントランスホール

植込

インフォメーション

ルーム

S.S

5

UP

展示室

受付

概況説明室

DN
UP

男子更衣室

UP

US

給湯室

PS

2F キープラン

8 13

庇

26 DN

倉庫-2 応接室

廊下

副所長室

外部階段

M
ＷＣ

PS

女子

US

EPS

更衣室

W
ＷＣ

経理課

会議室 給湯室

倉庫-3総務課 会議室

3F キープラン

倉庫-4

8 13

PS

DN

外部階段

ＷＣ
M

EPS

廊下

UP

PS

ＷＣ
W

解析室 資料室

コピー室

21 DN

休養室

従業員等居室

Warehouse2

倉庫2

備品庫

Clinic

医務室

所長室

給湯室

Pantry

倉庫１

Warehouse

Mens room

男子化粧室 女子化粧室

Ladies room

事務室

23

コピー室

Copy room

倉庫3

倉庫4

休養室

25

7

6

24

×3枚 ×3枚

×3枚

Office

Warehouse4

Warehouse3

Rest room

註記）

1. 室名札は　アルミシルバープレートに　シルク印刷文字とする。

（198　は（株）ユニオン　ＰＰ-1-26-038　　148　はＰＰ-2-26-038程度とする）□ 　　□

2. 数量　　198　計　21枚□

     　    148　計　14枚□

3. 文字スタイルは　現場係員の指示により決定のこと。

Analysis room

解析室

21 22

Vice-head office

副所長室

Account sec.

経理課

会議室

Meeting room

×4枚

備品庫

Equipment storage

Deta room

資料室

Mens cloaks

男子更衣室

×2枚応接室

Drawing room

所長室

Head office

総務課

General sec.

女子更衣室

Ladies cloaks

警備員室

Guard room

地域交流課
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room

Region
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1
AW

バイパス窓＋FIX

1
,6

6
0

4,550

800

F F

1
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6
0

3,575

800 800
1,700

1
,6

6
0

2,125

800

1
,6

6
0

F

1,500

1
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6
0

1
,0

5
0

1
0
0

5
1
0

1,500

2
,6

1
0

2
,0

0
0

1
0
0

5
1
0

1,500

1
,6

6
0

1,100

1
,6

6
0

500

1
,6

6
0

500

2
,2

6
0

F

握り玉・取手

姿　　　図

姿　　　図

その他の金物

記号・形式・数量

備　　　考

支持金物

材料・仕上

錠　　　前

性　　　能

沓　　　摺

枠　見　込

姿　　　図

記号・形式・数量 5 AW
2 バイパス窓＋FIX 6 AW

3 3 AW
4 引き違い窓 7 AW

5 引き違い窓 1 AW
6 引き違い窓＋外倒し窓 28 AW

7 3 AW
8 片開き窓＋FIX 7引き違い窓＋外倒し排煙窓

2
,2

6
0

5
2
0

1
0
0

1
,6

4
0

500

AW
9 6 AW

10 両開き戸＋外倒し排煙窓 1AD
1

STD
1 両引きオートドア＋FIX 1

F F F F

1,8352402403,520

1,500

F

3,800
750

2
5
0

50
1,100

50

1カーテンウォール1
CW

F

90° 90°

2
,5

3
5

2
5
0

2
,5

3
5

STD
2 両引きオートドア＋FIX

握り玉・取手

その他の金物

記号・形式・数量

備　　　考

支持金物

材料・仕上

錠　　　前

性　　　能

沓　　　摺

枠　見　込

握り玉・取手

その他の金物

備　　　考

支持金物

材料・仕上

錠　　　前

性　　　能

沓　　　摺

枠　見　込

随時閉鎖式防火戸(くぐり戸付)SD
1

3,670

2
,7

9
0

90° 90°

5
1
0

1
,0

5
0

1
0
0

1 片開き戸（額窓付）
SD
2 RF　EPS点検口（RF）

SD
3

800

2
,0

0
0

600

1
,0

7
5

親子扉＋外倒し排煙窓
AD
2 2

1,200

2
,0

0
0

1
0
0

5
1
0

2
,6

1
0

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

クレセント

付属金物一式

2F男子更衣室のガラスは、　F4＋F6＋F4 2F男子更衣室のガラスはF4 3F会議室、防火設備　　PW6.8
2F男子更衣室、防火設備　　FW6.8

内、防火設備（2ヶ）

防火設備（2ヶ）

2F女子更衣室、1F倉庫1のガラスはF4

内、防火設備（3ヶ）

防火設備（3ヶ）

男子便所2,3F、防火設備　FW6.8

1階階段室のガラスはFL5

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

本締＋サムターン（電気錠）

付属金物一式

ステンレス、ｔ＝2.0

レバーハンドル（ステンレス）

防火設備

排煙オペレータ（インペイ式）・戸当たり

70

アルミ、アルマイト（シルバー）

本締＋サムターン（電気錠）

付属金物一式

ステンレス、ｔ＝2.0

レバーハンドル（ステンレス）

排煙オペレータ（インペイ式）・戸当たり

内、防火設備（1ヶ）

3F廊下は防火設備、PW6.8

防火設備（1ヶ）

2
,7

8
5

100,150

ステンレス、バイブレーション仕上

本締

付属金物一式

ステンレス

100

ステンレス、バイブレーション仕上

本締

付属金物一式

ステンレス

70

付属金物一式

スチール、SOP

ステンレス掘込引手

特定防火設備

100

丁番

スチール、SOP

レバーハンドル（アルミ）

65

丁番

スチール、SOP

170、見付75

付属金物一式

アルミ、アルマイト（シルバー）

本締＋サムターン

ステンレスｔ＝2.0

点検口錠

3F廊下、防火設備　PW6.8

2402401,835

ステンレスｔ＝2.0

PC、戸当たり

F F F F

F F F F

F F F F

F F F F

F F F F

F F F F

F F F F

3,610

846
846 846

846
75 75 75

1
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7
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0

7
0

7
0

2
,0

3
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7
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7
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3
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7
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0

7
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2
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3
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D
 5

+A
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5
D

 6
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6

1
5
,7

4
0

防火設備

500

7
0
0

3,760

2403,520

1,500

240

2
4
0

1
,8

3
5

50

1,100 750

50 50

1,100750

50

(煙感連動)

平面図

800



姿　　　図

姿　　　図

PS点検扉記号・形式・数量 片開き戸
LSD
1 PS点検扉

800

2
,0

0
0

片引きハンガー戸2
LSD

900

2
,0

0
0

3
LSD

3,015

2
,0

0
0

4
LSD

2,720

2
,0

0
0

5
LSD

3,000

2
,0

0
0

6
LSD

2,700

2
,0

0
0

7
LSD

9
LSD

電気温水器点検扉

2
,0

0
0

1,830

880

7
0
0

1
WD

片開き木製戸
2

TB

1
,9

0
0

2,800

2,800

550 550

550 550

1
,9

0
0

2,800

2,800

550 550

550 550

1
TB

9
0
0

1
,0

0
0

2
,0

0
0

600

PS点検扉 EPS点検扉 EPS点検扉

握り玉・取手

その他の金物

記号・形式・数量

備　　　考

支持金物

材料・仕上

錠　　　前

性　　　能

沓　　　摺

枠　見　込

握り玉・取手

その他の金物

備　　　考

支持金物

材料・仕上

錠　　　前

性　　　能

沓　　　摺

枠　見　込

1
SS

4,355

760

125

3,470 75 75

5,425

3
,4

9
0

2
,0

0
0

90°

ガラリ

110

空錠

スチール、SOP

ステンレス

レバーハンドル（ステンレス）

PH、戸当たり

DC

レバーハンドル（ステンレス）

PH

DC,戸当たり

サムターン（表示錠、非常開錠装置付）

ステンレス

110

ポリエステル化粧合板

132

サムターン（表示錠、非常開錠装置付）

スチール、SOP

ステンレス

引手：ステンレス鏡面

50

本締錠

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

50

点検口錠

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

50

点検口錠

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

50

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

50

点検口錠

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

50

点検口錠

スチール、SOP

スチール、SOP

丁番

LH

笠木,エッジ：ステンレス、HL

巾木

40

高圧メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア芯材）

戸当り帽子掛

110

スチール、SOP,ガイドレール，ステンレス

付属金物一式

LH

笠木エッジ：ステンレス、HL

巾木

40

高圧メラミン樹脂化粧板（ペーパーコア芯材）

戸当り帽子掛

110

ガラリ

130

2.  寸法は全て枠有効内法を示す。

1.  特記なき限り、各種建具の仕様は｢公共建築標準仕様書（平成  年版）」による。

3.  アルミニウム製建具の性能等は特記なき限り下表による。

5.  外部に面するアルミニウム製建具の仕上は下記の通りとする。

6.　排煙窓はインペイ式とする。

9.  建具金物は特記なき限りステンレス製HLとし、見本品により決定する。

ドア寸法2000×800以上

10. 丁番の仕上は特記なき限り下記による。

木製建具

金属製建具

耐風圧性 気密性 表面処理 網戸 雑金物 その他性能等

2800Pa 8等級 下記 ステンレス製 付属金物一式 遮音T-1　25等級線仕様

7.  アルミニウム製建具のうち出入口部・掃き出し窓部の下枠（沓摺含）及び水切りは、ステンレスｔ＝2.0加工とする。

陽極酸化皮膜厚さ9.0μｍ以上

透明合成樹脂塗料焼き付け：12μｍ以上

ドア寸法2000×750以下

150m/m×3枚 125m/m×3枚

100m/m×3枚125m/m×3枚

11.  特記なき限り、木製建具の大手は木製塗装仕上とし、木口共塗装する。（戸襖を除く）

12. 特記なき限り、握り玉・レバーハンドルの取付高さは床仕上面より1000ｍｍとする。

13. 排煙オペレーターは、床上80ｃｍ以上1.5ｍ以下の高さに設ける。（標準1200mm）

14. 特記なき限り、錠前はサムターン付とする。

15. 特記なき限り、防火戸に付くFH・DC・AHはストッパーなしとする。

又、両開き防火戸は両扉に閉鎖装置及び閉鎖順位調整器を設けること。

16. 特記なき限り、欄間外倒し窓の開き角度は45°以上とする。

特記なき限り、ワンタッチ式隠ぺいボックスタイプとする。

18. 引戸のW寸法は、有効寸法（最小）を示し、メーカー決定後引残し寸法調整の上、

17. 戸当たりは既製品床取付とする。

できるだけ大きく有効を確保すること。

21. 特記なき限り、自動扉は、非常時に解放できるものとする。

20. 特記なき限り、SD・LSDの枠は、SOP仕上とする。

19. 特記なき限り、木製扉ガラリはスプルスとし、ポリ合板の扉の場合はOP仕上とする。

AG              アルミ製ガラリ

AD              アルミ製扉

STD            ステンレス製扉

SS              シャッター

AW              アルミ製窓

建具記号

WD              木製扉

S                障子

WF              戸襖

PH              ピポットヒンジ

LH              ラバトリーヒンジ

AH              オートヒンジ

DC              ドアチェック

FH              フロアーヒンジ

建具金物記号

F　　　　　　　　型ガラス

PW　　　　　　　網入磨き抜ガラス

FW　　　　　　　網入型板ガラス

HFL             熱線吸収板ガラス　

FL　　　　　　　フロート板ガラス

ガラス仕上記号

D　　　　　　　　複層ガラス

L　　　　　　　　合せガラス

T　　　　　　　　強化ガラス

GB　　　　　　　ガラスブロック

HR　　　　　　  熱線反射板ガラス

10
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随時タレ下り式防煙タレ壁

H
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天井面
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見上図

30

スチール　SOP

スチール　SOP

付属金物一式

納まりは詳細図参照

ハンガー金物一式

30,見付25

スチール　SOP

水密性

500Pa SD              鋼製扉

(煙感連動式)
1

LSF
一方枠

2
,8

0
0

800

4.  カーテンウォールの性能は下表による。

耐風圧性 気密性 表面処理 網戸 雑金物 その他性能等

2800Pa 2等級 下記 なし 付属金物一式 遮音T-2　30等級線仕様

水密性

1000Pa

8.  外部に面する窓は結露受をつけること。

8
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物入扉

637

2
,0

0
0

110,見付25

スチール　SOP

100 100

100

安全装置一式を含む

特定防火設備

ケースハンドル

本締錠

ケースハンドル
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×3

×3
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休憩スペース

受付

CH=2,800

アコーディオンカーテン

95°

30

隠し丁番

天板：御影石貼 t=30 本磨き仕上

可動棚 ダボ@75

棚 固定

1
5
0

200 30

受付カウンター：御影石貼 t=30 本磨き仕上

ポリ合板

ポリ合板

天板：御影石貼 t=30 本磨き仕上

エプロン：木練付合板（チーク柾目又は板目材）

化粧シート貼

巾木：ステンレス バイブレーション仕上

スチール P－3 下地L

R150

R
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1,000 300

B

受付カウンター廻り 詳細図 S = 1/20，1/1

木練付合板
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エキスパンドメタル：XG22

根太：L75x75x6@500

大引：125x65x6-8

柱：125x65x6-8

270

1,550

ササラP -9 溶融亜鉛メッキL

踏板・蹴上：縞鋼板 t=4.5加工　溶融亜鉛メッキ

FB-30x10

手摺：アルミ既製品　H=1100

3
,7

0
0

6,650

2,250 654,335

1
,5

0
0

6
4
5

樋受石：PC製

下部樋受石：PC製

注）　鉄部は溶融亜鉛メッキとする。
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モルタル金ゴテt=30の上 ウレタン系塗膜防水仕上

ウレタン系塗膜防水仕上
モルタルt=25
C種普通コンクリートブロック積

4周シーリング 15×15

830

1

PS 点検扉前面

屋上配管取出口（冷媒管）、ステージ廻り 詳細図
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モルタル金ゴテt=30の上 ウレタン系塗膜防水仕上

ウレタン系塗膜防水仕上
モルタルt=25
C種普通コンクリートブロック積
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冷媒管スペース

エキスパンドメタル：XG22

PS 点検扉前面

屋上配管取出口（通気管） 詳細図 S = 1/20

印はシーリングを示す＊ 図中
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コンクリート金ゴテ押エ

コンクリート金ゴテ押エ
コンクリート打放し補修

2-D16

2-D16

2-D10

スターラップ □-D10@200

4-D10 L=1000

4×2-   -D10

コンクリート打放し補修

R階　手摺　基礎詳細図 S = 1/10

15×15

2,600L×2本　1組
3,600L×2本　2組

D10@150　先端、コーナー部はD13

防水範囲

S = 1/20 R階　設備基礎詳細図

断面図 S=1/20

平面図 S=1/20 平面図 S=1/20

断面図 S=1/20

S = 1/10

D13 @200

アルミ手摺支柱の固定はボルト止めとする

註）　・鉄骨各部材の接合はボルト止めとする。

・エキスパンドメタルの固定はボルト止めとする。



内　　　　　　　　部　　　　　　　　仕　　　　　　　　上　　　　　　　　表

外　　　　　　　　部　　　　　　　　仕　　　　　　　　上　　　　　　　　表

巾　　　木 外　　　壁 屋　　　根 庇 樋 塗　　　装 備　　　　　　考

天井高

ＧＬ＝

ホ　ー　ル

現場事務所

詰　　　所

湯　沸　室

Ｇ　Ｗ　Ｃ

Ｌ　Ｗ　Ｃ

ガレージ

倉　　　庫

２００

２００

２００

２００

２００

２００

２００

１５０

2.700

2.700

2.700

2.700

2.700

床　高室　　　　　名

運転手控室

2.500

2.500

2.500

床 巾　　　木
腰　　　壁

壁

上　　　壁
天　　　井

備　　　　　　考

造作

塗装仕　　　    上 塗　装 仕　　　    上 塗　装 仕　　　    上 塗　装 仕　　　    上 塗　装 仕　　　    上 塗　装

コンパネ打ち放し修正仕上げ 外壁：ＡＬＣ　t=100 屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8

折板葺き 山高１６０  ハゼ式

同　　　左

同　　　左

同　　　左 縦樋：硬質塩化ビニールパイプ　径100

軒樋：硬質塩化ビニール　角樋150　折板用前高型

受金物＠≒６００

支持金物＠≒１．２００

鉄部：ＦＥ　２回塗り

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

収縮目地切りコンクリート打放し下地

コンクリート打放し下地

エポキシ樹脂塗床　防滑仕上げ

エポキシ樹脂塗床　防滑仕上げ

塩ビ系ソフト巾木　H=60

コンパネ打ち放し修正仕上げ

塩ビ系ソフト巾木　H=60

塩ビ系ソフト巾木　H=60

塩ビ系ソフト巾木　H=60

塩ビ系ソフト巾木　H=60

塩ビ系ソフト巾木　H=60

塩ビ系ソフト巾木　H=60

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5

ＡＬＣ　アラワシ

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

ビニルクロス

ＰＢ  t=12.5

ＡＬＣ　アラワシ

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

ビニルクロス

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

ＰＢ  t=9.5

発泡ポリエチレンフォーム　アラワシ

化粧石膏ボード　t=9.5

化粧石膏ボード　t=9.5

化粧石膏ボード　t=9.5

化粧石膏ボード　t=9.5
ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

ＦＥ

室名札

室名札

室名札

室名札

アプローチ：コンクリート打放し仕上　収縮目地切り@≒1.800

足洗：コンクリート製

ポーチ床：磁器質タイル　150角

ポーチ軒天：フレキシブル板　t=5　ＥＰ

発泡ポリエチレンフォーム　t=4　裏貼り

２００ 塩ビ系ソフト巾木　H=60

ミニキッチン

洗面カウンター

洗面カウンター

室名札　カーテンＢＯＸ

室名札　カーテンＢＯＸ

室名札　カーテンＢＯＸ

防水形複層塗材　Ｅ
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北　立　面　図

南　立　面　図

西　立　面　図

東　立　面　図

巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ

外壁：ＡＬＣ　t=100

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式 軒樋：硬質塩化ビニール　角樋150

折板用前高型　受金物＠≒６００

支持金物＠≒１．２００
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ　径100

ポーチ床：磁器質タイル　150角
アプローチ：コンクリート打放し仕上
　　　　　　収縮目地切り@≒1.800

足洗：コンクリート製

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板　ｔ＝0.8
折板葺き 山高１６０  ハゼ式

外壁：ＡＬＣ　t=100

外壁：ＡＬＣ　t=100

外壁：ＡＬＣ　t=100

外壁：ＡＬＣ t=100

軒樋：硬質塩化ビニール　角樋150
受金物＠≒６００　折板用前高型

軒樋：硬質塩化ビニール　角樋150
受金物＠≒６００　折板用前高型

支持金物＠≒１．２００
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ　径100

支持金物＠≒１．２００
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ　径100

支持金物＠≒１．２００
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

外壁：ＡＬＣ　t=100

巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ

巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ 巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ

防水形複層塗材　Ｅ

防水形複層塗材 Ｅ

防水形複層塗材　Ｅ

防水形複層塗材 Ｅ

防水形複層塗材　Ｅ

防水形複層塗材　Ｅ



Ａ Ａ

１ ２ ３ ４

Ｃ Ｃ

Ｂ Ｂ

PL-2.3　焼付塗装

湯　沸　室

外壁：ＡＬＣ　t=100

外壁：ＡＬＣ t=100 支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

アプローチ：コンクリート打放し仕上
　　　　　　収縮目地切り@≒1,800

1,200

8
0
0

足洗：コンクリート製

天井：ビニルクロス

壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

湯沸室、ＧＷＣ、ＬＷＣ

ＧＷＣ

ＬＷＣ

倉　　庫

運転手控室

天井：発泡ポリエチレンフォーム

壁　：ＡＬＣ　アラワシ
アラワシ

巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ
床　：エポキシ樹脂塗床　防滑仕上げ

コンクリート打放し下地
収縮目地切り

ガ　レ　ー　ジ

ポ　ー　チ①

ホ　ー　ル

シーリング
アクリル系シーリング

シーリング
アクリル系シーリング

オーバースライディングドア
３方枠：ＰＬ-2.3　焼付塗装

鋼製壁下地：65型＠300
内部間仕切：グラスウールt=50

＋１５０

＋１５０

＋２００

＋２００

＋２００

＋２００

＋２００

詰　　所

現場事務所

＋２００

＋２００

ポーチ①：磁器質タイル 150角

天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

＋２００

ミニキッチン

断　熱　材
天井裏：グラスウール　t=100
内部間仕切：グラスウール　t=50
床土間コン下：ポリスチレンフォーム　t=25

ガレージ部分以外全て
防　湿　材
床土間コン下全て：ポリエチレンフィルム　t=0.15

１ ２ ３ ４

防水形複層塗材 Ｅ

防水形複層塗材 Ｅ

外壁：ＡＬＣ t=100
防水形複層塗材 Ｅ
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4,500 6,300 7,000
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ポーチ②：コンクリート製

畳　H＝200

PL-2.3　焼付塗装

PL-2.3　焼付塗装

天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

鋼製壁下地：65型＠300
内部間仕切：グラスウールt=50

シーリング
アクリル系シーリング

支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100 外壁：ＡＬＣ t=100

防水形複層塗材 Ｅ



ＰＢ  t=12.5  下地

Ａ Ｂ ４

1
10

発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4 裏貼り

10
2

鉄部：ＦＥ　２回塗り

アプローチ：コンクリート打放し仕上
　　　　　　収縮目地切り@≒1.800

現場事務所
天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

詰　　所

天井：発泡ポリエチレンフォーム

壁　：ＡＬＣ　アラワシ

ガレージ

アラワシ

巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ
床　：エポキシ樹脂塗床　防滑仕上げ

コンクリート打放し下地
収縮目地切り

廻縁：塩ビ十手形

ＧＬ ＧＬ
巾木：コンパネ打ち放し修正仕上げ

軒先面戸
タイトフレーム

7,000

軒高
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Ａ Ｂ ４
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断　熱　材
天井裏：グラスウール　t=100
内部間仕切：グラスウール　t=50
床土間コン下：ポリスチレンフォーム　t=25

ガレージ部分以外全て
防　湿　材
床土間コン下全て：ポリエチレンフィルム　t=0.15

折版用高型 受金物＠≒600
軒樋：硬質塩化ビニール 角径150

支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

外壁：ＡＬＣ t=100
防水形複層塗材 Ｅ

オーバースライディングドア
３方枠：ＰＬ-2.3　焼付塗装

折板葺き 山高160 ハゼ式
屋根：アルミめっき鋼板 ｔ＝0.8

折版用高型 受金物＠≒600
軒樋：硬質塩化ビニール 角径150

軒先面戸
タイトフレーム

支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

外壁：ＡＬＣ t=100
防水形複層塗材 Ｅ

シーリング
アクリル系シーリング

防湿材：ポリエチレンフィルムt=0.15
土間配筋：縦横共D10-＠200

発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=4 裏貼り
折板葺き 山高160 ハゼ式

屋根：アルミめっき鋼板 ｔ＝0.8

軒先面戸
タイトフレーム

断熱材：ポリスチレンフォームt=25
土間配筋：縦横共D10-＠200

防湿材：ポリエチレンフィルムt=0.15

ＰＢ  t=12.5  下地

天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

モルタル金コテ下地

鋼製天井下地：19型＠300
天井裏：グラスウール t=100
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１－Ｄ１０

モルタル金コテ仕上

15

Ｄ１０－＠２００

※　モルタル金コテ仕上

足洗場詳細図　Ｓ＝１：１０

Ｇ　Ｌ

１－Ｄ１３

アルミ室名札　詳細図　Ｓ＝１：３

プラスターボード　ＧＬ工法

柱
外
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り
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・
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柱外面

通り芯・壁芯
Ｂ

１

額縁：スプルース 40*25 ＦＥ

Ａ Ｌ Ｃ 部 分 平 面 詳 細 図　Ｓ＝１：１０

1515

ＰＬ－２．３　焼付塗装

ＰＬ－２．３　焼付塗装

Ｃ

ＰＬ－２．３　焼付塗装

Ｃ－１００＊５０＊２０＊２．３ ＰＬ－２．３　焼付塗装

収縮目地切り
コンクリート打放し仕上
アプローチ床

オーバースライディングドア部分平面詳細図Ｓ＝１：１０

４

スプルース 65*40 ＦＥ

スプルース 35*25 ＦＥ
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支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

アクリル系シーリング
シーリング

防水形複層塗材　Ｅ
外壁：ＡＬＣ　t=100

防水形複層塗材　Ｅ
外壁：ＡＬＣ　t=100

支持金物＠≒1,200
縦樋：硬質塩化ビニールパイプ 径100

アクリル系シーリング
シーリング

３方枠：PL-2.3　焼付塗装
オーバースライディングドア

ステンレスタッピン皿頭 3.5*16

アルミヘアーライン

名札塩化ビニール板
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西　面　図 南　面　図 北　面　図東　面　図

西　面　図 南　面　図 東　面　図 北　面　図

西　面　図 南　面　図 東　面　図
北　面　図

廻縁：塩ビ十手形 カーテンＢＯＸ
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西　面　図 西　面　図南　面　図 北　面　図

西　面　図 北　面　図 西　面　図 北　面　図
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ミニキッチン：ＫＵＮタイプ　間口1,200

ステンレス面台 t=1.0　 ステンレス面台 t=1.0　

プレートヒーター、温水器　（タカラ同等品）
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現場事務所
天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

廻縁：塩ビ十手形

詰　　所
天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

廻縁：塩ビ十手形

運転手控室
天井：化粧石膏ボード　t=9.5
壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

湯　沸　室
天井：ビニルクロス

壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

Ｇ Ｗ Ｃ
天井：ビニルクロス

壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

倉　庫
天井：ＰＢ  t=9.5
壁　：ＰＢ  t=12.5
巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：エポキシ樹脂塗床　防滑仕上げ

コンクリート打放し下地

廻縁：塩ビ十手形廻縁：塩ビ十手形

廻縁：塩ビ十手形

Ｌ Ｗ Ｃ
天井：ビニルクロス

壁　：ビニルクロス

巾木：塩ビ系ソフト巾木　H=60
床　：塩ビ系長尺シート　t=2.0

耐水ＰＢ  t=12.5  下地

モルタル金コテ下地

耐水ＰＢ  t=9.5  下地

カーテンＢＯＸ

カーテンＢＯＸ

廻縁：塩ビ十手形
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建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所

建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

７０

フロート硝子ｔ＝５

ＡＷ－１ 建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

７０ＡＷ－２

２．９００＊１．５００

２本引違い連窓 ３箇所

詰所 西

１．７００＊１．２００

２本引違い

型板ｔ＝４

３箇所

ガレージ　東　西

建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所

１箇所

ＯＳ－１

アルミオーバースライディングドア

アクリルｔ＝５　パネルｔ＝０．８

スタンダード勾配レールタイプ

３方枠：ＰＬ－２．３　焼付塗装　　附属金物一式

５．３００＊３．０００

ガレージ　北

建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

アルミオーバースライディングドア

アクリルｔ＝５　パネルｔ＝０．８

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所

１箇所

ＯＳ－２

スタンダード勾配レールタイプ

３方枠：ＰＬ－２．３　焼付塗装　　附属金物一式

２．７００＊３．０００

ガレージ　北

建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

７０

型板ｔ＝４

ＡＷ－３

５００＊８００

４箇所

湯沸室　ＧＬＷＣ　倉庫　西　

建具番号 見　　込ＡＤ－１

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

アングルピース

フロート硝子ｔ＝６

建具番号

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

見　　込

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

７０

型板ｔ＝４

ＡＤ－２

８００＊２．０００

片開きドア

１．１００＊２．６６０

親子ドア＋ランマ

７０

１箇所

ホール　東

２箇所

運転手控室　北　ガレージ　東

運転手控室　アングルピース

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所カラーアルミ

アングルピース

７０

１箇所

ＡＤ－３

１．１００＊２．０００

親子ドア

倉庫　北

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所

３６

フロート硝子ｔ＝３

丸窓φ２００

ポリ合板

８００＊２．０００

片開きフラッシュ戸

丁番　ドアチェク　モノロック

ＷＤ－１

３箇所

現場事務所 北　運転手控室 南

詰所 北

現場事務所 東　運転手控室 東

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所

３６

ポリ合板

片開きフラッシュ戸

丁番　ドアチェク　モノロック

３箇所

ＷＤ－２

７００＊２．０００

湯沸室　東　ＧＷＣ　東

ＬＷＣ　南

型板並厚

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所

３６ＴＳ－１

トイレスクリーン

ポリ合板フラッシュ

丁番　戸手　表示付施錠

ＬＷＣ

１箇所

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所

３６

トイレスクリーン

ポリ合板フラッシュ

丁番　戸手　表示付施錠

１箇所

ＴＳ－２

１．７１０＊１．８００ １．６６０＊１．８００

ＧＷＣ

建具番号 見　　込

内　　法

型　　式

仕上材料

附属金物

備　　考

硝　　子

数　　量

場　　所

３６

トイレスクリーン

ポリ合板フラッシュ

１箇所

ＧＷＣ

ＴＳ－３

８００＊１．８００

アングルピース　クレセント　水切り　ステンレス網戸 クレセント　水切り　ステンレス網戸 アングルピース　ハンドル　水切り　ステンレス網戸 丁番　ドアチェック　モノロック　フランス落し　水切り 丁番　ドアチェク　モノロック　水切り

丸窓φ２００　アンダーカット

丁番　ドアチェック　モノロック　フランス落し　水切り

突出し窓
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Ｓ＝１／１００

特記なき限り

35,000

5,5005,500 6,000 6,000 6,000 6,000

Ｓ＝１／１００

35,000

5,5006,000 6,000 6,000

8080

6,000

255

FG1

255

FG3

FG1

FG1

FG3

FG3

FG3

FG3

特記なき限り

C

B

A

1 2 3 4 5 6 7

１階床梁伏図

基礎伏図C

B

A

1 2 3 4 5 6 7

FG1

FB1

FB1

FG1

FB1

FG2

FG3

FG3 FG3

FG3

FG3

FG3

FG3

FG3

FG3FG3FG3FG3

CFG2

CFB1

F1F1 F1 F1 F1F2

F2 F2 F2

F2

FG3
CFG1

CFG1

・　柱　　　　Ｃ１

・　間柱　　　軸組図参照

・　スラブ　レベル ＦＬ±０

ＦＬ―１５０

ＦＬ―５０

・　基礎下端レベル　ＧＬ―１，６００

・　　　　　　ピット下土間コンクリ－トを示す

5,500

B5

HB2

（上部Ｂ３に溶接）

FG1FG1FG1FG1

FG1 FG2 FG1 FG1

F4 F3 F3 F3 F3 F3 F4

F4F3F4 F3

FB1

FB1

FB2

FB2 FB3 FB3 FB3

FB3FB3FB3FB3

・　スラブ　　Ｓ１

・　スラブ主筋方向

特記事項

　　　　　ラップルコンクリ－ト打ちとする。

・　基礎下は、ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで

特記事項

・　床下ピットの点検口は、意匠図参照

上部吊り材Ｐ２Ａ

スラブ上端１５０増打

スラブ上端

　５０増打

FG3

・　外部土間コンクリ－ト範囲及びレベルは、意匠図参照

・　地中梁上端レベル　ＦＬ－５５０（ＧＬ―２５０）
Ｐ２Ａ（踊り場まで）

ササラ桁工場溶接

C2C2

1,1201,120 3,760
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Ｓ＝１／１００

Ｓ＝１／１００

特記なき限り

特記なき限り

35,000

5,5006,000 6,000 6,000 6,000

80 80

35,000

5,5005,500 6,000 6,000 6,000

8080

6,000

G1 G1 G1 G1 G1 G1 G1

G1G1G1G1G1G1G1

G1
G1 G1 G1 G1 G1 G1

G1G1G1G1G1G1
G1

G2 G2 G2 G2 G2 G2

G2 G2 G2 G2 G2

G2 G2 G2 G2 G2 G2

G2 G2 G2 G2 G2

・　梁レベル

・　梁レベル

・　スラブレベル

・　スラブレベル

庇，階段踊り場は、意匠図による。

ＦＬ±０

ＦＬ―１５０

ＦＬ―１４０

ＦＬ―２９０

ＦＬ―１４０

ＦＬ―２９０

ＦＬ±０

ＦＬ―１５０

B1

B1 B1

B1 B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

B1

CG1

CB1

B2A

B4

B3
B4

B4

B3

B4

B2A

CG1

CB1

B4

B5

B4

B4

B4

B4

B4

G2G2G2G2G2 G2

G2G2G2G2G2G2

B1

Br1

Br1

Br1

C

B

A

1 2 3 4 5 6 7

３階床梁伏図

２階床梁伏図

7654321

A

B

C

B5

B5

B5

B4

B4

G3

B5

CG2 CG2

B1

HB2

HB2

5,500

2,300

2,300

B4A B4A

Br1

母屋

（下部Ｂ４Ａ）

・　デッキプレ－ト方向

・　　　　　　　横補剛材を示す

・　柱　　　　　Ｃ１

・　間柱　　　　軸組図参照

・　小梁　　　　Ｂ２

・　スラブ　　　合成デッキスラブ

・　梁接合位置　Ｇ１，Ｇ２：柱面より１，０００

　　　　　　　　上記以外　：柱（梁）面より８００

・　デッキプレ－ト方向

・　柱　　　　　Ｃ１

・　間柱　　　　軸組図参照

・　小梁　　　　Ｂ２

・　梁接合位置　Ｇ１，Ｇ２：柱面より１，０００

　　　　　　　　上記以外　：柱（梁）面より８００

・　　　　　　　横補剛材を示す

・　スラブレベルがＦＬ±０で梁レベルがＦＬ－２９０の梁

　　（図番Ｓ－１３のＤ－Ａ４参照）

・　スラブレベルがＦＬ±０で梁レベルがＦＬ－２９０の梁

　　（図番Ｓ－１３のＤ－Ａ４参照）

　　（スラブ段差部含む）上端には、ＣＴ鋼材を付ける

　　（スラブ段差部含む）上端には、ＣＴ鋼材を付ける

・　スラブ　　　合成デッキスラブ　（庇は、意匠図による）

1,120 1,1203,760
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35,000

5,5006,000 6,000 6,000 6,000

80 80

Ｓ＝１／１００

35,000

5,5005,500 6,000 6,000 6,000 6,000

Ｓ＝１／１００

特記なき限り

1,2704,730

80

1,2704,730

X

Y

80

水上

水上

水下

水下

150

・　デッキプレ－ト方向

・　デッキプレ－ト方向

・　　　　　　　横補剛材を示すG2

G2 G2 G2 G2 G2 G2

G2 G2 G2 G2 G2

G1G1G1G1G1G1

G1 G1 G1 G1 G1 G1

G1 G1

G2A

B3

CB1
B2A

CB2

CB2

・　スラブ　　　合成デッキスラブ

・　小梁　　　　Ｂ２

・　間柱　　　　軸組図参照

・　柱　　　　　Ｃ１

水上　～　水下

B3

B4

B6 ・　梁接合位置　Ｇ１，Ｇ２：柱面より１，０００

　　　　　　　　上記以外　：柱（梁）面より８００

8001,000

G2 G2 G2 G2 G2 G2

Br1

Br1

C

B

A

1 2 3 4 5 6 7

ＰＨＲ階床梁伏図

Ｒ階床梁伏図

7654321

A

B

C

CG1

B5

B5

・　　　　　　　横補剛材を示す

・　梁レベル　　ＦＬ－１８０～－２４５

G1

G1

B5

B5

G2

・　梁接合位置　柱面より８００

5,5002,490

母屋

・　スラブ　　　合成デッキスラブ　（庇は、意匠図による）

B5 B5

B5AB5A

特記なき限り
水上　～　水下

・　梁レベル　　ＦＬ－２４０～－４４０

特記事項

・　外部階段の上部庇は、図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ４参照

Br1

・　内部階段のＢ６への取り付きは、図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ３参照

図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ２参照
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5,500 5,500

35,000

6,0006,0006,000

▽　ＧＬ

Ｓ＝１／２００

▽　１ＦＬ

▽　２ＦＬ

▽　３ＦＬ

▽　ＲＦＬ

▽　ＧＬ ▽　１ＦＬ

▽　２ＦＬ

▽　３ＦＬ

▽　ＲＦＬ

5,500 5,500

35,000

6,0006,0006,0006,000

▽ＧＬ

Ｓ＝１／２００

▽　１ＦＬ

▽　２ＦＬ

▽　３ＦＬ

▽　ＲＦＬ

5,500

35,000

6,0006,0006,0006,000

▽　ＧＬ

Ｓ＝１／２００

▽　１ＦＬ

▽　３ＦＬ

▽　ＲＦＬ

5,500 6,0006,0006,000

Ｓ＝１／２００

▽　ＰＨＲＦＬ

▽　ＰＨＲＦＬ

6,000

4,730 1,270

1,2704,730

特記なき限り

FG3 FG3 FG3

FG3

FB1

P1

P1

P1

G3

B6

G2A

F2 F2 F2 F1 F1 F1 F1 F1

CG1

CG1

▽　２ＦＬ

▽　柱接合位置▽　柱接合位置

▽　柱接合位置

1,000

・　梁接合位置　Ｇ２の２～Ｒ階：柱面より１，０００

　　　　　　　　上記以外　　：柱（梁）面より８００

特記事項

・　大梁　　　　上階に同じ

G2

G2G2G2G2G2G2

G2 G2

G2

G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2 G2

1 2 3

Ａ 通り軸組図

4 5 6 7 1 2 3 4

通り軸組図Ｂ

5 6 7

1 2 3 4 5 6 7

通り軸組図Ｃ

1 2 3 4 5

フレ－ム外軸組図

Ｂ～Ｃ通り間

FG3 FG3 FG3 FG3

F2 F2

FG3FG3FG3FG3FG3

FG3 FG3 FG3 FG3 FG3CFG2

CFB1

CG2 CG2

FG3

B5

B5

B5

・　間柱　　　　Ｐ２

CG1

・　　　　　　　庇取り付け材を示す

・　耐風梁　　　ＨＢ１

B4AHB2

HB2

HB2

P1

P1

P1

P2A

P2A

P2A

5,500

2,300

2,300

Ａ通り＋４，８９０

F4 F3 F3 F4

F4 F3 F3 F3 F3 F3 F4

3,170

B1

B1

・　基礎下は、ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで

・

　　　　　ラップルコンクリ－ト打ちとする。

　　　　　梁上端ＣＴ鋼材を示す。

C2C2

Ａ通り－２，０３０

1,120

1,1203,760

・　柱　　　　　Ｃ１図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ３参照
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特記なき限り

特記事項

　　　　　ラップルコンクリ－ト打ちとする。

・　基礎下は、ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで

・　梁接合位置　Ｇ１の２～Ｒ階：柱面より１，０００

　　　　　　　　上記以外　　：柱（梁）面より８００

・　大梁　　　　上階に同じ

・　柱　　　　　Ｃ１

・　間柱　　　　Ｐ２

・　　　　　　　庇・機器取り付け材を示す

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000 7,000

14,000

FG1 FG1

P1

P1

P1

▽ 柱接合位置

G1 G1

A B C

F2F4 F4

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000 7,000

14,000

Ｓ＝１／２００

FG1 FG1

▽ 柱接合位置

G1G1

通り軸組図

CBA

７

F2F4 F4

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000 7,000

14,000

Ｓ＝１／２００

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000

Ｓ＝１／２００

▽ ＰＨＲＦＬ

▽ ＰＨＲＦＬ

4,890 2,110

2,1104,890

FG1 FG1

▽ ２ＦＬ

▽ 柱接合位置

1,400

G1

G1

G1

G1

A

３ 通り軸組図

B C

BA

通り－１，２７０軸組図４

F1F2

P1

P1

P1

C1 C1

C1 C1

P2A

P2A

P2A

P2A

P2A

B3

B3

B3

（Ｂ３に溶接）

F3

P2A

P2A
▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000

14,000

Ｓ＝１／２００

FG1

C2

G1G1

通り軸組図

CB

５，４

A

F2 F1

FG2CFG1

7,000

3,900

B4A

F3

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000 7,000

14,000

FG1 FG1

▽ 柱接合位置

G1 G1

A B C

F1F3 F3

▽ ＧＬ ▽ １ＦＬ

▽ ２ＦＬ

▽ ３ＦＬ

▽ ＲＦＬ

7,000 7,000

14,000

FG1 FG1

▽ 柱接合位置

G1 G1

A B C

F1F3 F3

Ｓ＝１／２００通り軸組図１ Ｓ＝１／２００通り軸組図

Ｓ＝１／２００通り軸組図６

２

・ 　　　　　梁上端ＣＴ鋼材を示す。

▽ 柱接合位置

３階ＣＴ鋼材は、４通りのみ
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FG1 FG2

全断面内　端中　央外　端内　端中　央外　端位置

符号

断面

上端筋

スターラップ

腹筋

-D13-@250 -D13-@250 -D13-@250

400 400 400

 3-D19

 3-D19

-D10-@200

 3-D19

 3-D19

-D10-@200

350

FB2

全断面全断面

 4-D13  4-D13  4-D13  4-D10  2-D10

地中梁リスト S=1/30

基礎リスト S=1/30

FG3･CFG2

下端筋

凡例　及び　増打要領図

　－スタ－ラップに同径・同間

３－Ｄ１６

ＧＬ－２５０

捨コンクリート

砕石転圧ｂ

(
40

0)
(
50

0)

-D13-@250

 4-D13

CFG1

先　端基　端

FB3

 3-D19  3-D19

-D10-@200

 2-D10

400 350 350

外端・中央 内端（連続端）

 3-D19  4-D19 5-D25

 3-D25

 3-D25

 4-D25

 4-D25

 3-D25

 6-D25

 3-D25

 3-D25

 4-D25

 4-D25

 3-D25

 3-D25

 3-D25

 5-D25

 3-D25

 3-D25

 3-D25

ＧＬ

Ｆ１ Ｆ２

1,700

９－Ｄ１６

850 850

1,700

Ｆ３

1,400

８－Ｄ１６

700 700

1,400

Ｆ４

ラップルコンクリ－ト（ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで） ラップルコンクリ－ト（ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで） ラップルコンクリ－ト（ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで）

Ｓ１

土間コンクリ－ト

ピット下土間コンクリ－ト

60
60

h1

h2

ＧＬ

D10@200D13

D13

D10@200

D10@200

ｈ１は、５００以下
ｈ２は、３００以上

断熱材・防湿層は、意匠図参照

S=1/30柱リスト

800

主筋　１６－Ｄ２５

フ－プ　□－Ｄ１３＠１５０

鉄骨柱脚標準図（Ｓ－４）参照

S=1/30スラブリスト

D13

D10@200

S=1/30外周立上り配筋図

D10@200

100

S=1/30段差のあるスラブの補強図

D10&13@200

2,100

1,050 1,050

１２－Ｄ１６

1,900

1,900

950 950

１０－Ｄ１６

FB1･CFB1

土に接する箇所は、捨てコンクリ－ト（ｔ＝６０）

及び敷き砂利（ｔ＝６０）

断熱材・防湿層は、意匠図参照

断熱材・防湿層は、意匠図参照

Ｄ１０ Ｄ１０ Ｄ１０ Ｄ１０

S=1/30スラブ上端増打補強図

D13
D10&13@200

D13

250

D13

35d

450

35d

2,100

100 100 100 100

ラップルコンクリ－ト（ＧＬ－４Ｍ付近の砂岩層まで）

ラップルコンクリ－トは、普通コンクリ－トＦｃ１２（最大骨材寸法４０ｍｍ，スランプ１２ｃｍ）とする。
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Ｈ形鋼のゲ－ジ（ｇ１，ｇ２）

M12

M16

M20

M22

50

60

60

60

30

40

40

40

M24 45

100

125

150

175

200

 60

 75

 90

105

250

300

350

150

150

140

40

70

Ｍ１２は、普通中ボルトとする

梁幅＝３００は、千鳥とする

梁幅≧３５０は、２列とする

120

ボルト 梁幅(p) (e) (g1) (g2)

1)

400 140 90

70

千鳥配列の場合

継手タイプ：Ａ及びＤで、はだすきが１ｍｍ以上有る場合は、

PL-(3)
PL-(1)PL-(3)

PL-(1)

5ppe

5ee

B1

B2 B2

g1

5eebbb b=45

g1

g2

g2

5ee

g3
g3

H3

eeee 5

g3
g3

H3

e

ＰＬ－（１）：２枚 PL-(3)

ee

H3g3
g3

タイプ：Ａ１～Ａ３ タイプ：Ｂ タイプ：Ｃ

ボルト

（Ｎｗ）

ＰＬ―（３）

（Ｔ＊Ｈ３）

ボルト

（Ｎｆ）

ＰＬ―（２）

（Ｔ＊Ｂ２）

ＰＬ―（１）

タイプ 梁端部ダイヤフラムの状態

上フランジ通しダイヤフラム、下フランジ内ダイヤフラム PL-(3)

PL-(3)

PL-(2)

H3
g3
g3
g3

5ee

g3 H3
g3

ΣＮｗ＝２＊Ｎｗ本

ΣＮｆ＝４＊Ｎｆ本

ＰＬ－（３）：２枚

ＰＬ－（２）：４枚
タイプ：Ｅ タイプ：Ｇタイプ：Ｆ

備考

ウエブフランジ階

（Ｔ＊Ｂ１）（位置）
タイプ

PL-F
PL-F

タイプ：Ｄ

フィラ－プレ－トを使用する

部材

Ａ１

Ａ３

Ａ２

5

上下フランジ共、通しダイヤフラム

上下フランジ共、内ダイヤフラム

e

符号

Ａ１

Ａ１

Ａ１

Ａ１

部材 継手・柱脚符号 階

Ｒ

３

２

１

１

Ｃ１

-300x300x12

-350x350x12

-350x350x16

-350x350x19

H-150x150x 7x10

ＰＨＲ

ＰＨＲ

Ｒ

３

２

３

　Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

　Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

　Ｈ－４５０ｘ２００ｘ９ｘ１４

　Ｈ－５００ｘ２００ｘ１０ｘ１６

　Ｈ－６００ｘ２００ｘ１１ｘ１７

　Ｈ－４８８ｘ３００ｘ１１ｘ１８

　Ｈ－５８８ｘ３００ｘ１２ｘ２０

Ｇ２

Ｇ１

２

Ａ１

Ａ１

Ａ１

ＣＧ１

ＣＧ２ 　Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６ｘ　９

　Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

共通事項

柱部材リスト

１２ｘ２００ １２ｘ　８０ ６－Ｍ２０

１２ｘ２００ １２ｘ　８０ ６－Ｍ２０ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０

１２ｘ２００ １２ｘ　８０ ６－Ｍ２０ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０

１２ｘ２００ １２ｘ　８０ ６－Ｍ２０ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０

８－Ｍ２０１２ｘ３００ １２ｘ１１０ １２ｘ３５０ ｇ３＝９０

８－Ｍ２２ ７－Ｍ２２１２ｘ３００ １６ｘ１１０ 　９ｘ４４０

ｇ３＝１２０　９ｘ４４０

２ 　Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ６ｘ９ ＦＧ３

Ｇ２Ａ

Ｒ 　Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８ Ａ１ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０８－Ｍ２０１２ｘ３００ １２ｘ１１０

Ｒ 　Ｈ－４４０ｘ３００ｘ１１ｘ１８ Ａ１ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０８－Ｍ２０１２ｘ３００ １２ｘ１１０

Ａ２

６－Ｍ１６１２ｘ１２５ 　６ｘ１７０

６－Ｍ１６ ｇ３＝９０１２ｘ１２５ 　６ｘ１７０

１２ｘ２００ １２ｘ　８０ ６－Ｍ２０ ５－Ｍ２０　９ｘ３２０

ｇ３＝９０

４－Ｍ２０\M+18240９ｘ１５０\M+18240９ｘ　６０ ２－Ｍ２０　６ｘ２００ ｇ３＝１２０

２ｘ４－Ｍ２０

２ｘ４－Ｍ２０

２ｘ２－Ｍ１６

２ｘ２－Ｍ１６

Ｃ 　９ｘ１４０ ２－Ｍ２０

注）ボルト径

Ｑ２，Ｒ２は、上記Ｑ１，Ｒ１の隅肉溶接を、突合せ溶接とする

S

L1

L2

Ｌ１≧Ｌｅ＋７０

Ｌ１≧Ｌｅ／２＋２Ｓ

L1

S

Ｌ１≧Ｌｅ

L1

2S

2SS

特記無き部材及び添板の種別は、下記とする

2)

特記なき限り、ｇ３＝ｐとする

 Ｆ１０Ｔ）とする

特記無きボルト（Ｍ１６以上）は、高力ボルト（Ｓ１０Ｔ又は

3)

4)

ブレ－ス部材（接合）リスト

ボルト本数２本 ３本以上の場合 千鳥配列の場合 タイプ：Ｐ タイプ：Ｑ１ タイプ：Ｒ１

タイプ：Ｑ２ タイプ：Ｒ２

備考
(Le*S)

タイプボルト
ガセットＰＬ

(T*B)
符号 形状 部材

川建　ＱＬ９９－５０－１２

（同等性能の製品も可）

（図番Ｓ－０５　合成スラブ標準図参照）

外部階段部材リスト（一般図） （形状は、意匠図参照）

（形状は、意匠図参照）内部階段部材リスト（一般図）

ハイベ－スエコ　ＥＰ３５０－８－３６

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ１参照）

（図番Ｓ－０４　鉄骨柱脚標準図参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ａ１参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ１参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ２参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ２参照）
H-194x150x 6x 9

ＧＰＬ－１２，ＨＴＢ．２－Ｍ２０

B.PL-12,A.BOLT 4-M16(L=500)

B.PL-12,A.BOLT 2-M20(L=600)

（タ－ンバックル付）M20  9* 85 1-M20  80* 8 e=50Ｂｒ１ Q1,R1

ササラ桁

接合部材

B.PL-12 A.B. 2-M16

HTB  2-M20G.PL-12

モルタル（ワイヤメッシュ入り）（意匠図参照）

FB-65x6 @300

PL-4.5

接合部材

B.PL-12 A.B. 2-M16

HTB  2-M20

FB-65x6 @300

200

モルタル（ワイヤメッシュ入り）（意匠図参照）

Ｂ３ 　Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９ Ｃ １２ｘ２２０ ３－Ｍ２０ ｇ３＝７０

　９ｘ１６０ ２－Ｍ２０ ｇ３＝８０Ｂ４ 　Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６ｘ　９ Ｃ

　Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６ｘ　９Ｂ４Ａ Ｄ ２－Ｍ２０ ｇ３＝８０　６ｘ１６０

ＪＯＩＮＴ
800

PL-9

ササラ桁 PL-19x200

PL-4.5

G.PL-19

Ｂ１≧Ｂ Ｂ１≧Ｂ
Ｂ１≧Ｂ

e ep

B1 B1

e epp
bbbee

B1g

45ﾟ
30ﾟ

b=45

　上記による納まりが困難な場合は、Ｂ１≧Ｂとすることができる

原則として、角度（４５゜及び３０゜）によりＢ１を確保する

合成デッキスラブ

（梁との接合は、図番Ｓ－１３のＤ－Ａ４参照）

Ｐ１

Ｂ１ 　Ｈ－４００ｘ２００ｘ　８ｘ１３

Ｂ２ 　Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７ｘ１１

　Ｈ－３５０ｘ１７５ｘ　７ｘ１１Ｂ２Ａ

Ｃ

Ｃ

１２ｘ２９０ ４－Ｍ２０ ｇ３＝７０

　９ｘ２４０ ３－Ｍ２０ ｇ３＝８０

 大梁・片持大梁　：　ＳＮ４００Ｂ

　柱　　　　　　　：　ＢＣＲ２９５

　ダイアフラム　　：　ＳＮ４９０Ｃ

　間柱・小梁・他　：　ＳＳ４００級（ＳＳＣ４００等）

E.PL-19 HTB 4-M20

Ｃ２

Ｐ２

Ｐ２Ａ

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ２参照）ＧＰＬ－１２，ＨＴＢ．２－Ｍ１６（２列　）

B.PL-12,A.BOLT 2-M16(L=500)
H-125x125x6.5x9

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ２参照）

梁部材（継手）リスト

Ｆ

（Ｐ２Ａで吊り材と成る場合は、溶接とする）

PL-12x260

Ｄ１３＠２００

Ｂ５ 　Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

　Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８

４－Ｍ２０ ３－Ｍ２０\M+18240９ｘ１７５\M+18240９ｘ　７０ ｇ３＝９０\M+18240６ｘ２６０Ｃ，Ｅ

Ｃ，Ｅ １６ｘ１００ ４－Ｍ１６ \M+18240６ｘ１４０２－Ｍ１６Ｂ５Ａ

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ３参照）

　Ｃ－１５０ｘ６５ｘ２０ｘ３．２

母屋 　Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ２．３

Ｂ

Ｂ

２－Ｍ１６ 普通中ボルト　６ｘ１００

普通中ボルト　６ｘ８０ ２－Ｍ１２

　Ｌ－７５ｘ７５ｘ９横補剛材 ２－Ｍ１６Ｂ 　９ｘ８０（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ４参照）

ＨＢ１ 　Ｈ－１２５ｘ１２５ｘ６．５ｘ９

ＨＢ２ Ａ １２ｘ１７５

１２ｘ８０ ２－Ｍ１６

２－Ｍ２０ ６ｘ１００ ２－Ｍ２０

横使い

上端のみ

Ｂ （図番Ｓ－１４の断面Ａ参照）

ＣＢ２ 　Ｈ－２００ｘ１００ｘ５．５ｘ８ Ｅ

ＣＢ１ 　Ｈ－２５０ｘ１２５ｘ　６ｘ　９ Ｅ 　６ｘ１７０ ２ｘ２－Ｍ１６６－Ｍ１６１２ｘ１２５ ｇ３＝９０

Ｂ６ 　Ｈ－３９０ｘ３００ｘ１０ｘ１６ Ｃ １６ｘ２９０ ４－Ｍ２０ ｇ３＝７０

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ３参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ３参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ａ３参照） （端部タイプＣは、Ｂ２に同じ）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｃ４参照） （端部タイプＣは、Ｂ５に同じ）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ｂ３参照）

（図番Ｓ－１３のＤ－Ａ３参照）
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2 PL-12

PL-16

PL-19

2

2 2PL-16

6-M20

6-M20

6-M20

タイプ ブラケット 継手板 ＨＴＢ

支持床数　≦ ６

支持床数　≦ ９

支持床数　≦１２

2PL- 9

2PL-12

備考

5050
50

ブラケット

HTB
6-M20

2PL-9

PL-12

継手板

ブラケットは、
溶接完了後切り落し
グラインダ－にて
仕上げること

詳細図

3

FB-50*9

タイプ：１
（さや式）

３５゜
3

フェ－シング仕上げ

2

60 PL-16

ストッパ－プレ－ト

タイプ：２
（端板式）

シ－リングビ－ド
FB-32*12
４５゜

３５゜

採用

400

480

2-PL-9

C1

C2

300

220
Ａ．ＢＯＬＴ ４―Ｍ１６

（Ｌ＝５００ フック付）

H-150x150x7x10

Ｂ．ＰＬ－１２

▽ＧＬ－２５０

柱上の場合 梁上の場合

ＨＴＢ　４－Ｍ２０

Ｅ．ＰＬ－１９（ＳＮ４９０Ｃ）

ＰＬ－９

２－ＰＬ－９

Ｂ．ＰＬ－１２ Ｂ．ＰＬ－１２

P2

P2A

P1

（Ｌ＝５００ フック付）

Ａ．ＢＯＬＴ ２―Ｍ２０

（Ｌ＝６００ フック付）

Ａ．ＢＯＬＴ ２―Ｍ１６
240

▽ＧＬ－２５０

※位置 ＧＬ－２５０

Ｐ１ Ｐ２・Ｐ２Ａ

H-194x150x6x9

165

大梁上端 小梁上端

１９φ＠３００２－１９φ＠３００

段違い梁納まり図 片持小梁納まり図 スタッドボルト要領図

間柱（Ｐ１，Ｐ２）納まり図Ｒ階柱（Ｃ１）柱脚納まり図

１階柱（Ｃ２）柱脚納まり図 １階間柱（Ｐ１，Ｐ２）柱脚納まり図

D-A1 D-A2 D-A3 D-A4

D-B1 D-B2 D-B3 D-B4

D-C4D-C3D-C2D-C1

ＰＬ－（３）に同厚 200

８００８００
ＪＯＩＮＴＪＯＩＮＴ

H-350x175x7x11

B2A

CB1

H-250x125x6x9

120
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Ｌ―７５ｘ７５ｘ９

横補剛要領図

Ｐ１ Ｂ４Ａ ＨＢ２

150 200
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C1

B4A

H-250x125x6x9
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H-175x175x7.5x11

HB2
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ＰＬ―６ ＰＬ―９

PL-9

Ｐ２・Ｐ２Ａ

H-125x125x6.5x9

HTB 2-M16

PL-12

P2

P2A

ボックス柱現場継手要領図

G1

H-440x300x11x18

ＨＴＢ ２＊２―Ｍ２０ ＨＴＢ ２ｘ２―Ｍ２０

Ｐ２Ａ（吊り材）

HTB 2-M16

PL-9

PL-12

HTB 2-M20

PL-9

PL-12

ＰＬ―１２

ＨＴＢ ２ｘ２―Ｍ２０

２―ＰＬ―１２

A

２－１９φ＠３００

ＣＴ―１４７ｘ２００

　　　　ｘ８ｘ１２

１９φ＠３００

ＣＴ―１５０ｘ１５０

　　　　ｘ６．５ｘ９

Ｅ．ＰＬ－１９（ＳＮ４９０Ｃ）

ＨＴＢ　４－Ｍ２０

PL-19(SN490C)

PL-32(SN490C)

400

480

※位置　スラブ天端

２－リブＰＬ－６＠１０００ ２－リブＰＬ－６＠１０００

（スラブ段差部は、片側のみ） （スラブ段差部は、片側のみ）

▽　※

H-125x125x6.5x9

Ｇ．ＰＬ―９

ＨＴＢ ２―Ｍ１６

柱の中間に付く梁の納まり図

H-390x300x10x16

B6

ＰＬ－（３）の厚（ｔ）＋３（４）ｍｍ

C1

-300x300x12

H-200x200x8x12
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▽　ＲＦＬ
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Ｇ．ＰＬ―１２

B6

Ｇ．ＰＬ―１９

ＰＬ―９

Ｒ階内部階段受け部詳細図 外部階段上部庇詳細図

C1

-300x300x12

CB2 B5

CG1

B5

H-390x300x10x16

H-300x150x6.5x9

H-200x100x5.5x8

80
0

JO
IN
T

ササラ桁　ＰＬ－１９ｘ２００

B5A

H-200x100x5.5x8

(80)

Ｂｒ１のガセット上端位置

現寸時再検討

H-194x150x6x9

P1

PL-9 -150*75*6.5*10

G.PL-9

HTB 2-M16
E

ＰＨＲ階３通り－５５０

（母屋は、意匠図参照）
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符　　号

１Ｃ１

断　　　　　　　　　　面 仕　　　　　　　　　　口 継　　　　　　　　　　手 備　　　　　　　　考

１Ｃ２

Ｇ１

Ｇ２

Ｇ３

ＣＧ１

Ｂ１

Ｂ２

ＭＣ１

１Ｃ３

Ｂ３

Ｔ１

Ｔ２

水平ブレース

□－２５０＊２５０＊９

□－２００＊２００＊９

□－１５０＊１５０＊６

Ｈ－１９８＊９９＊４．５＊７

Ｈ－１９８＊９９＊４．５＊７

Ｈ－１９８＊９９＊４．５＊７

Ｈ－１９８＊９９＊４．５＊７

Ｈ－３４６＊１７４＊６＊９

Ｈ－２４８＊１２４＊５＊８

Ｈ－２４８＊１２４＊５＊８

２Ｃ－１００＊５０＊２０＊２．３

１－φ１６　　ＦＢ：８０＊６　ＢＯＬＴ：２－Ｍ１６　　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

溶接長：８０　Ｓ：６

ベースパック　２５－０９Ｒ

アンカーボルト　８－Ｍ２７（ＳＤ４９０）

ベースパック　２０－０９Ｒ

ベースプレート　４６０＊４６０＊３２

ベースプレート　３６０＊３６０＊３２

アンカーボルト　４－Ｍ３０（ＳＤ４９０）

ベースパック　１５－０９Ｒ ベースプレート　３００＊３００＊２５

アンカーボルト　４－Ｍ２７（ＳＤ４９０）

ＢＡＳＥ　ＰＬ：１２＊２００＊３００

ＡＮＣＨＲ　ＢＯＬＴ：２－φ１６　Ｌ＝６００　２重ナット

フランジ

ウエブ

突　　合　　溶　　接

隅　　肉　　溶　　接

フランジ

ウエブ

突　　合　　溶　　接

隅　　肉　　溶　　接

フランジ

ウエブ

突　　合　　溶　　接

隅　　肉　　溶　　接

フランジ

ウエブ

突　　合　　溶　　接

隅　　肉　　溶　　接

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ

ＰＬ－９　２－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

ＰＬ－９　２－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

フランジ

ウエブ

フランジ

ウエブ ＰＬ－６　２－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

ＰＬ－９　３－Ｍ２０　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

ＰＬ－９　３－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－９　６－Ｍ２０　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－６　３－Ｍ２０　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

Ｈ－２９８＊１４９＊５．５＊８
２ＰＬ－９　４－Ｍ２０　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－６　２－Ｍ２０　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－９　４－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－６　２－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－９　４－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

２ＰＬ－６　２－Ｍ１６　Ｆ１０Ｔ　ＨＴＢ

鋼　　　　　材　　　　　リ　　　　　ス　　　　　ト　（　材質：ＳＳ４００　）

Ｈ－２９８＊１４９＊５．５＊８
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(t=150)
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Ｙ

Ｘ

※

※

※

※

※

鉄筋コンクリート：レディミクストコンクリート　４ＦＣ＝２１

土間コンクリート：レディミクストコンクリート　４ＦＣ＝１８

捨てコンクリート：レディミクストコンクリート　４ＦＣ＝１８

使用鉄筋：異形鉄筋　ＳＤ２９５Ａ　ＳＤ３４５

土間コンクリート厚を示す。（ｔ＝１２０）（ｔ＝１５０）
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